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高製めん適性，早生・多収の小麦新品種「ネバリゴシ」の育成
吉川　　亮＊1）・中村和弘＊1）・伊藤美環子＊1）・星野次江＊2）・伊藤
八田　浩一＊4）・田野崎眞吾＊5）・谷口　義則＊6）・佐藤　暁子＊5）・中村
誠治＊3）
　洋＊1）
抄　録：「ネバリゴシ」は，1987年度，東北農業試験場（現　東北農業研究センター）において，早生
低アミロースでめんの食感が優れた「関東107号」を母とし，耐寒雪性が強く，赤さび病抵抗性で製め
ん適性が優れた「チホクコムギ」を父として人工交配を行い，雑種第3代（1990年度）において半数体
育種法（トウモロコシ法）により半数体倍加系統を育成して，その後代から育成された品種である。
　本品種は標準品種の「キタカミコムギ」に比較して，次のような特徴をもつ。播性はVで，出穂期で
3日，成熟期で5日程度早い・「ナンブコムギ」並の早生種である・桿長は短く，穂長はやや短いが，
穂数は多い。耐寒雪性と耐倒伏性はやや強く，穂発芽性は難である。赤さび病と縞萎縮病に強く，赤か
び病は中で同程度である。うどんこ病にはやや弱い。多収で，リットル重はやや大きいが，千粒重がや
や小さい。やや円粒で外観品質は優れる。製粉性は同程度である。粉の蛋白含量はやや高く，アミロー
ス含量が低い。粉の白さ，明るさはともにやや低い。アミログラムの最高粘度は高く，ブレークダウン
が大きい。また，食塩水アミログラム（澱粉糊化特性）の最高粘度も高く，ブレークダウンも大きい。製
めん適性は，めん色は同程度であるが，食感のうち特に粘弾性，なめらかさが優れ，官能評価の合計点
が高い。製パン適1生は「コユキコムギ」よりやや劣るが，「ナンブコムギ」と同程度である。また，パ
ン用品種とのブレンドにより製パン性の向上が期待できる。
　　「ネバリゴシ」の適応地帯は東北地域の根雪期間が110日以下の平坦地である。栽培上の注意点とし
ては，うどんこ病にやや弱いので，適期防除に努める。
　「ネバリゴシ」は2000年度に，青森，岩手，秋田及び山形の各県で奨励品種に採用された。
キーワード：小麦新品種，ネバリゴシ，早生・多収，難穂発芽性，赤さび病抵抗性，良質，高製めん適性
Breeding　of　a　New　Wheat　Cultivar“Nebarigoshi，，with　Good　Noodle－Making　Quality，
Early　Maturing　and　High　Yielding：Ryo　Yos田KAwA＊1），Kazuhiro　NAKAMuRA＊1），Miwako
ITo＊1），Tsuguhiro　HosHINo＊2），Seiji　ITo＊3），Kouichi　HATTA＊4），Shingo　TANosAKI＊5），
Yoshinori　TANIGucHI＊6），Akiko　SATo＊5）and　Hiro　NAKAMuRA＊7）
Abstract：A　new　wheat　cultivar“Nebarigoshi”was　developed　at　the　Tohoku　National
Agricultural　Experiment　Station　（Morioka　city，Iwate　Prefecture，Japan）in2000．
“Nabarigoshi”　was　selected　from　double　haploid　lines　of　the　cross　of　“Kanto
107”／”Chihokukomugi”，amingatanewcultivarwithearlymaむuring，high　yielding，pre－
harvestsproutingresistance，leafrustresistanceandgoodnoodle－makingquality、A
promising　line　was　named“Tohoku206”in　the　DH6generation　to　be　submitted　to　local
adaptability　trials　at　various　locations．“Tohoku206”was　registered　at“Wheat　Norin
＊1）東北農業研究センター（National　Agricultural　Research　Center　for　Tohoku　Region，Morioka，Iwate，
　　　020－0198，Japan）
＊2）現・作物研究所（National　Institute　of　Crop　Science，Tsukuba，Ibaraki，305－8518，Japan）
＊3）現・中央農業総合研究センター北陸研究センター（Hokuriku　Research　Center，National　Agricultural
　　　Research　Center，Jyoetsu，Niigata，943－0193，Japan）
＊4）現・九州沖縄農業研究センター（National　Agricultural　Research　Center　for　Kyushu　Okinawa　Region，
　　　Chikugo，Fukuoka，833－0041，Japan）
＊5）元・東北農業試験場（Retired，Tohoku　National　Agricultural　Experiment　Station，Morioka，Iwate　O20－
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152”by　the　MAFF　and　named“Nebarigoshi”in2000．“Nebarigoshi”was　released　in
Aomori　Prefecture，Iwa．七e　Prefecture，Akita　Prefecture　and　Ya．magatεl　Prefecture　as　a
recommended　cultivar　in2000．
　“Nebarigos五i”　is　characterize（i　by　early　maturing，　high　yiel（ling，　good　inspection
grade，low　amylose　content　of　wheat　flour　and　good　noodle－making　quality　compared
with　the　leading　cultivar　“Kitakamikomugi”．In　εlddition，　“Nebarigoshi”　has
moderate　cold　and　snow　resitance，pre－harvest　sprouting　resistance，1eaf　rust
resistance　and　wheat　yellow　mosaic　resista．nce．Judging　from　the　characteristics　of
“Nebarigoshi”，it　will　be　adapted　to　the　plains　wi七h　less　than、110days　of　continuous
snow　cover　in　the　Tohoku　and　Hokuriku　regions　of　Japan．
Key　Words：New　wheat　cultivar，Nebarigoshi，Early　maturing，High　yielding，Pre－
harvest　sprouting　resistance，Leaf　rust　resistance，Good　noodle－making　quality
1　はじめに
　「水田利用再編対策」以降，東北地域の小麦は水
田転作を中心に作付けされてきたため，水稲の豊凶
により小麦の作付面積の増減が大きかった。過去15
年間で最も作付け面積が多かったのは1989年産で
11，800haあったが，1993年の冷夏による水稲の不
作により，1994年には2，840haまで激減した。その
後，政府の施策により面積が回復し，2001年産では
6，942haとなっているが，まだ1989年の水準には達
していない。しかし，小麦は東北においても，大豆，
ソバと同様に土地利用型作物として重要な位置を占
めている。
　1998年に「新たな麦政策大綱」が閣議決定され，
2000年6月以降に生産された麦は，政府買い取りか
ら，製粉会社買い取りによる民間流通に移行するこ
とが決定された。民間流通への移行に伴い，実需者
の二一ズに即した麦生産が急務となったため，1998
年8月に各地域農試では「麦緊急開発の実行計画」
を策定し，1999年度から国公立試験研究機関，大学，
実需者などの連携の下，高品質麦の安定生産のため
の新品種と栽培技術の開発，用途開発・利用技術の
開発を進め，新品種の普及を図るための「麦品種緊
急開発」プロジェクト（吉田ら1999）が開始され
た。また，1999年7月には，「食料・農業・農村基
本法」が制定され，「基本計画」で目給率向上を目
指した麦・大豆振興が位置づけられ，転作を越えた
麦の本格的生産，すなわち本作化が収益性の高い水
田農業を維持していくために重要になってきている。
　こうした状況の中，東北地域では水田転作におけ
る本作化を可能にする高品質・安定多収の小麦品種
の作付が必要である。しかし，北東北各県で長年栽
培されてきた基幹品種の「キタカミコムギ」は，晩
生で耐寒雪性・耐倒伏性が不十分で，穂発芽や黒か
び粒が発生しやすいことが，同じく基幹品種の「ナ
ンブコムギ」は長桿で耐倒伏性が弱く，低収で縞萎
縮病・赤さび病に弱いことが問題となっている。ま
た，秋田県奨励品種の「あきたっこ」は赤さび病に
弱いため収量・品質が不安定であることが問題となっ
ている（吉川2001）。東北の実需者からは，「キタ
カミコムギ」と「あきたっこ」は，蛋白含量が低く
製めん適性が劣ることが指摘されている・このため，
これらの品種より早生・安定多収で，耐穂発芽性，
赤さび病抵抗性が強く，製めん適性の優れる小麦品
種の育成と早期普及が求められている。2000年度に
東北農業試験場（現　東北農業研究センター）で育
成しためん用小麦新品種「ネバリゴシ」は，これら
の特性を合わせ持つため，多雪地帯の青森，岩手，
秋田及び山形各県における今後の早期普及に大きな
期待が寄せられている。そこで，本品種の育成経過，
特性及び採用県における試験成績等について報告す
る。
　本品種の育成にあたり，適応性検定試験，特性検
定試験及び奨励品種決定調査にっいては関係各県農
業試験場の担当者各位，現地試験については関係各
県農業改良普及センターの担当者各位の多大な御協
力をいただいた。
　育成を進める上では，東北農業試験場企画連絡室
業務第1科職員の佐々木昭吉，武蔵マサ，小木田俊
幸，斉藤幸次郎，広田雅昭，関村良蔵，木村力也，
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斎藤文隆，藤沢敏彦，古澤久男，谷藤彰及び齋藤真
一が圃場管理及び製粉・品質・製めん試験に従事し
た。また，多くの臨時職員が圃場管理補助，研究補
助として従事した。前作物開発部長の番場宏治，酒
井真次の諸氏からは多くの御助言・御指導をいただ
いた。品質評価では，東北製粉協同組合，東北の製
粉各社及び食品総合研究所穀類利用研究室の御協力
を得た。これらの方々に深甚の謝意を表する。
H　育種目標及び交配組合せ
　育種目標は，早生（ナンブコムギ並），耐寒雪性，
難穂発芽性，赤さび病・縞萎縮病抵抗性，安定多収，
外観品質良及び高製めん適性（特にゆでめんの粘弾
性・なめらかさが良）とした。1987年度（1988年5
月），東北農業試験場（現　東北農業研究センター）
において，早生，短強桿，縞萎縮病抵抗性，難穂発
芽性で，小麦粉のアミロース含量が低く，ゆでめん
の粘弾性・なめらかさが優れた「関東107号」を母
とし，極晩生，耐寒雪性，赤さび病抵抗性で，アミ
ロース含量がやや低く製めん適性が優れた「チホク
コムギ」を父として，人工交配を行った（表1，図
1）。以後，系統育種法及び半数体育種法により，
選抜・固定を図ってきたものである。
皿　育成経過
　選抜経過は表2に示した。各世代の概略は次のと
おりである。
　交配（1987年度）1関東107号／チホクコムギの組
み合わせの人工交配を行い，38粒の交配種子を得た。
　F1世代（1988年度）二38個体を栽植し，F1植物を
養成した。
　F・世代（1989年度）：1粒点播して3000個体を養
成し，早生で立毛（草姿）の良い34個体を選抜した。
　F3世代（1990年度）：34の単独系統を養成した。
その系統の内，耐寒雪性が強く，中生，短桿の系統
番号F3－6（盛系B－8139）を母親に用いて，冬期に
温室においてトウモロコシ花粉を人工授粉し，半数
体育種法（トウモロコシ法）4）により10個体の半数
体倍加系統（半数体倍加第1代（DH1））を作出
した。
　DH2世代（1991年度）：種子増殖を図るため，
5系統を温室で養成し，4系統を選抜した。
　DH3世代（1992年度）：4系統に盛系B－D9430，
盛系B－D9431，盛系B－D9432及び盛系B－D9433の系
統名を付け，圃場で1粒点播して単独系統を養成し
た。早生で，穂数が多く倒伏が少なく立毛の良好な
盛系B－D9431，盛系B－D9433の2系統を選抜し，各
系統から10個体選抜した。
　DH4世代（1993年度）：1粒点播の慣行栽培で
2系統群・10系統を養成し，2系統群・2系統を選
抜した。また，生産力検定予備試験で編入して生産
力及び品質を調査した。また，青森県畑作園芸試験
場，福島県農業試験場及び石川県農業総合試験場に
おける系統適応性検定試験に配付して地域適応性を
検討するとともに，岩手県立農業試験場の特性検定
試験（耐寒雪性）に配付した。
　DH5世代（1994年度）：2系統群・10系統を養
成し，2系統群・2系統を選抜した。また，生産力
検定試験の条播標準播栽培に供試して生産力及び品
質を調査するとともに上記3場所の系統適応性検定
試験，岩手県立農業試験場の特性検定試験（耐寒雪
性）にそれぞれ配付した。
　DH6～DH10世代（1995～1998年度）：上記の試
験から良好な成績が得られた盛系B－D9431に「東北
206号」の地方番号系統名を付け，東北・北陸各県
の14の農業試験場及び岐阜県高冷地農業試験場の奨
励品種決定調査に配付した。また，系統・個体選抜
を行うとともに，生産力検定試験の条播標準栽培及
びドリル播栽培において生産力及び品質を調査した・
さらに，北海道立上川農業試験場（耐雪性），新潟
農業総合研究所（耐雪性），岩手県農業研究センター
（耐寒雪性）及び長野県中信農業試験場（凍上抵抗
性）のそれぞれの特性検定試験に配付した。
　DH11世代（1999年度）：青森県と秋田県で良好
な成績が得られたので，命名登録を行い，2000年2
月に小麦農林152号「ネバリゴシ」と命名された。
2000年3月までに青森，岩手，秋田及び山形の4県
で奨励品種に採用された。
IV特性概要
　種苗特性分類調査報告書（農林水産技術情報協会
1998）の基準による形態的特性，生態的特性及び品
質特性の概要を表3に示す。その特性概要は次のと
おりである。
　1．形態的特性
　叢性は“やや飼詞”，株の開閉は“中”，桿長は
“やや短”である。桿の細太は“中”，桿のワック
スの多少は“かなり少”である。葉色は“やや淡”，
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Gamet
　　　　　　　　　　中盤鵡｝一
　　　　　　　　　　　　諦y、Rlコー農林8号
・鵡｝羅｝一糠，躯，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Minturki
　　　　　　　　　　　　l購コ書，舗
　　　　　　　　　　　　熱r饗，｝一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　北誹r一北系320
　　　　　　　　　　　　　　　　図1　「ネバリゴシ」の系譜図
　　　　　　　注．アンダーラインを引いた品種・系統は低アミロースの特性をもっ。
　F3　一ネバリゴシ
　↑
トウモロコシ花粉を受粉
半数体作出・倍加
表1　ネバリゴシと両親の特性
（形態的特性）
系統名
品種名
叢性　　葉色 株の
開閉
桿長　　穂長　　穂型　　ふ色 粒の　粒の色
大小
千粒重
（母）関東107号
（父）チホクコムギ
　ネバリゴシ
やや直立　　中
飼旬　　やや淡
やや飼飼　やや淡
やや開短やや短紡錘状
やや閉　　やや短　　やや短　　棒状
　中　　やや短　やや短　紡錘状
淡黄やや小褐
淡黄　　やや小　　黄褐
淡黄　　やや小　　黄褐
やや小
やや小
やや小
（生態的特性）
系統名
品種名
播性　　茎立性　出穂期　成熟期
程度
穂発　　耐倒　耐寒性　耐雪性　粒質
芽性　伏性
縞萎縮
病抵抗
性
うどん　赤かび赤さび
こ病抵　病抵抗　病抵抗
抗性　性　　性
（母）関東107号
（父）チホクコムギ
　ネバリゴシ
H　　早　　早
VI　　晩　　晩
V　　中　　中
　早難やや強弱弱　晩　やや易やや強やや強　中
やや早　難　やや強やや強　中
粉状質　強　やや弱やや弱やや弱
粉状質やや弱　　中　　中　　強
粉状質　　強　　やや弱　　中　　強
（品質特性）
系統名
品種名
アミロース
含量
アミログラム めん色 めんの食感
最高粘度　　ブレークダウン 粘弾性 なめらかさ
（母）関東107号
（父）チホクコムギ
　ネバリゴシ
　少
やや少
　少
大
中
大
　大
やや大
　大
やや不良
　中
　中
　良
やや良
　良
　良
やや良
　良
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表2　選抜経過
播種年度　1987　19881989
世代交配FIF2
1990 1991　　1992　　1993　　1994　　1995　　1996　　1997　　1998　　1999
F3，D　H　l　DH2　DH3　DH4　DH5　DH6　DH7　DH8　DHg　DHlo
　　系統群数　　　　　　　　　　半数体育種法
供試　　　　38粒　38　3000Fふ6／トウモロコシ　　系統数　　　　　　　　個体　個体交配数4126　　5
2　　2　　2　　1　　1　　1　　1
4　　　10　　　10　　　17　　　10　　　20　　　27　　　18
系統群数 2　　1　　1　　1　　1　　1
　　系統数選抜
半数体
　　　110　　4個1轍
個体数 　　半数体倍34　　　　　10　　加系統数 10　　　　10　　　　17　　　10　　　20　　　27　　　18　　　20
生産力予備試験
検定本試験
条播標準播
条播標準播条播標準播条播標準播条播標準播条播標準播条播標準播
　　　ドリル播　ドリル播　ドリル播　ドリル播　ドリル播
特性検定試験
系統適応性検定試験
奨励品種決定調査
3 8　　9　　9　　9　　10
11　　　　14　　　　11　　　　14　　　　14
備考　　盛交
　　　B－328
点播トウモロコシ法温室盛系BD盛系BD盛系BO東北
　　による半数体育栽培　943094319431206号
　　種により，冬期　　　9431　9433　9433（盛系B－D
　　に温室でF3－6に　　　　9432　　　　　　　9431）
　　トウモロコシ花　　　9433
　　粉を受粉し，半
　　数体，半数体倍
　　加系統を作出
葉身の下垂度は“中”，フレッケンの有無・多少は
“かなり少”である。穂型は“紡錘状”，穂長は
“やや短”，粒着の疎密は“中”，穂の抽出度は
“中”，穂のワックスの多少は“かなり少”である。
芒の有無と多少は“無～極少”，芒長は“極短”，
ふ色は“淡黄”である。粒の形は“やや円”，粒の
大小は“やや小”，粒の色は“黄褐色”である。千
粒重は“やや小”で，「キタカミコムギ」よりやや
小さい。容積重は“やや大”で，「キタカミコムギ」
と同程度である。原麦粒の見かけの品質は“上下”
で，「キタカミコムギ」，「ナンブコムギ」よりやや
優る。
　2．生態的特性
　播性程度は“V”の秋播型，茎立性は“中”であ
るQ出穂期は“中”，成熟期は“やや早”で，成熟
期は「ナンブコムギ」と同程度である。耐雪性は
“やや強”，耐寒性は“中”で，いずれも「ナンブ
コムギ」よりやや弱いが，「キタカミコムギ」より
やや強い。耐倒伏性は“やや強”で，「キタカミコ
ムギ」，「ナンブコムギ」より強い。穂発芽性は“難”
で「ナンブコムギ」と同程度で，「キタカミコムギ」
より優る。縞萎縮病抵抗性は“強”で，「キタカミ
コムギ」，「ナンブコムギ」より強い。赤かび病抵抗
性は“中”，うどんこ病抵抗性は“やや弱”である。
赤さび病抵抗性は“強”で，「キタカミコムギ」，
「ナンブコムギ」より強い。収量性は“やや多”で，
「キタカミコムギ」，「ナンブコムギ」より優る。
　3．品質特性
　粒の硬軟は“やや軟”，粒質は“粉状質”である。
原麦の粗蛋白質含量は“中”，灰分含量は“やや少”
である。うるち・もちの別は“うるち”である。製
粉歩留は“中”で，「キタカミコムギ」と同程度で
「ナンブコムギ」より優る。ミリングスコアは“中”
で，「キタカミコムギ」，「ナンブコムギ」と同程度
である。60％粉粗蛋白質含量は“中”で，「キタカ
ミコムギ」よりやや高く，「ナンブコムギ」より低
い。60％粉灰分含量は“中”で，「キタカミコムギ」，
「ナンブコムギ」と同程度である。60％粉アミロー
ス含量は“少”で，「キタカミコムギ」，「ナンブコ
ムギ」より少ない。粉の白さは“やや低”で，「ナ
ンブコムギ」と同程度である。粉の明るさは“中”
で，「キタカミコムギ」，「ナンブコムギ」よりやや
低い。粉の色づきは“やや高”である。吸水率は
“やや低”で，「キタカミコムギ」と同程度である。
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表3　特性概要（形態的特性・生態的特性・品質特性）
形質番号 形　　質 　ネバリゴシ
階級（状態・区分）
キタカミコムギ
階級（状態・区分）
1－1
1－2
1－3
2－4
2－5
2－62 7
3－8
3－9
3－10
3－11
3－12
4－13
4－14
4－15
4－16
4－17
4－18
4－19
5－20
5－21
6－22
7－23
7－24
7－25
7－268－27
9－28
9－29
10－30
11－31
11－32
12－33
13－34
14－35
15－36
15－37
16－38
17－41
17－42
17－44
18－45
19－46
20－47
21－48
22－49
22－50
22－51
22－52
22－53
22－54
22－55
22－56
22－57
22－58
22－59
22－60
22－61
22－62
22－63
22－64
22－65
22－66
22－67
22－68
22－69
23－70
23－71
23－72
23－73
叢　　性
株の開閉
鞘葉の色
桿　　長
桿の細太
桿の剛柔
桿のワックスの多少
葉　　色
葉鞘のワックスの多少
葉鞘の毛の有無・多少
葉身の下垂度
フレッケンの有無・多少
穂　　型
穂　　長
粒着の疎密
穂の抽出度
穂のワックスの多少
ふ毛の有無
蔚の色芒の有無とその多少
芒　　長
ふの色粒の形粒の大小
粒の色
頂毛部の大きさ
粒の黒目の有無・多少
千粒重容積重原麦粒の見かけの品質
粗蛋白質含量
灰分含量
うるち・もちの別
播性の程度
茎立性
出穂期成熟期遺伝子雄性不稔の有無
耐寒性耐雪性
耐凍上性
耐倒伏性
穂発芽性
脱粒性収量性
粒の硬軟
粒　　質
製粉歩留
ミリングスコア
60％粉粗蛋白質含量
60％粉灰分含量
60％粉アミロース含量
粉の白さ
粉の明るさ
粉の色づき
粉の明度
粉の赤色み
粉の黄色み
吸水率
ノ恩ロリメーター・ノ博リュー
生地の力の程度
生地の伸張抵抗
生地の伸張度
生地の形状係数
最高粘度
ブレークダウン
縞萎縮病抵抗性
赤かび病抵抗性
うどんこ病抵抗性
赤さび病抵抗性
6514552431522455211121443514675415554165567564155553456566446464777547
（やや葡状）
（中）
（無）
（やや短）
（中）
（中）
（かなり少）
（やや淡）
（少）
（無～極少）
（中）
（かなり少）
（紡錘状）
（やや短）
（中）
（中）
（かなり少）
（無）
（黄）
（無～極少）
（極短）
（淡黄）
（やや円）
（やや小）
（黄褐）
（中）
（無～極少）
（やや小）
（やや大）
（上の下）
（中）
（やや少）
（うるち）
（V）
（中）
（中）
（やや早）
（無）
（やや強）
（中）
（中）
（やや強）
（難）
（中）
（やや多）
（やや軟）
（粉状質）
（中）
（中）
（申）
（中）
（少）
（やや低）
（中）
（やや高）
（中）
（やや高）
（やや高）
（やや低）
（やや低）
（やや大）
（やや弱）
（やや長）
（やや小）
（大）
（大）
（強）
（中）
（やや弱）
（強）
5517553631563566311762553515654515566144454454155455665655446555445555
（中）
（中）
（無）
（長）
（中）
（中）
（少）
（やや濃）
（少）
（無～極少）
（中）
（やや多）
（棒状）
（中）
（やや密）
（やや長）
（少）
（無）
（黄）
（多）
（やや長）
（黄）
（中）
（中）
（黄褐）
（中）
（無～極少）
（中）
（やや大）
（中の中）
（やや少）
（中）
（うるち）
（V）
（中）
（やや晩）
（やや晩）
（無）
（やや弱）
（やや弱）
（やや弱）
（中）
（やや易）
（やや易）
（中）
（やや軟）
（粉状質）
（中）
（中）
（やや少）
（中）
（中）
（やや高）
（やや高）
（中）
（やや高）
（中）
（中）
（やや低）
（やや低）
（やや大）
（中）
（中）
（中）
（やや小）
（やや小）
（中）
（中）
（中）
（中）
注．種苗特性分類調査報告書小麦の種苗特性分類調査（小麦）の審査基準7）による。
　ナンブコムギ
階級（状態・区分）
7516445551621645311225664516766515444176737645145655467477455455653444
（葡伏）
（中）
（無）
（やや長）
（やや細）
（やや柔）
（中）
（中）
（中）
（無～極少）
（やや大）
（かなり少）
（錐状）
（やや長）
（やや疎）
（中）
（少）
（無）
（黄）
（極少）
（極短）
（赤褐）
（やや長）
（やや大）
（褐）
（中）
（無～極少）
（やや大）
（大）
（中の上）
（やや多）
（中）
（うるち）
（V）
（やや早）
（やや早）
（やや早）
（無）
（強）
（やや強）
（強）
（弱）
（難）
（やや難）
（やや少）
（中間）
（中間質）
（やや低）
（中）
（やや多）
（中）
（中）
（やや低）
（やや高）
（中）
（やや低）
（高）
（高）
（やや低）
（中）
（中）
（やや弱）
（中）
（中）
（やや大）
（中）
（弱）
（やや強）
（やや強）
（やや弱）
吉川ほか：高製めん適正，早生・多収の小麦新品種「ネバリゴシ」の育成 7
表4　生育調査成績（育成地）
栽培
様式
品種名 出穂期　成熟期　　桿長
（月日）　（月日）　（c皿）
穂長　穂数　倒伏
（㎝）　（本／㎡）　程度
寒雪　　凍上　　縞萎　　うどん　赤さび　赤かび　フレッ　立毛
害害縮病こ病病病ケン評価条播ネバリゴシ　　　5．23
標準標）キタカミコムギ5．26
播　　比）ナンブコムギ　　5．23
7．06　　　83　　　8．6　　364
7．11　　　95　　　8．8　　349
7。08　　　85　　　10．2　　　354
1。 　　　1．7　　　0．5　　　0。2　　　2．9　　　0．3　　　0．8　　　1，2　　　5．8
2。0　2．0　1．0　1．3　1．5　1．3　LO　2．7　6．0
2．4　　　1。9　　　1．0　　　2．9　　　1．4　　　2．1　　　0．7　　　0．2　　　3。2
ドリル　ネバリゴシ　　　　　5．23
播標）キタカミコムギ5，25
　　比）ナンブコムギ　　5．23
7．06　88　8．6　612
7．12　100　9，5　544
7．08　　　　91　　　10．3　　　517
1．1　1．4　1．1　0．7　L8　0．3　0．7　LO　5，0
1．3　1．6　1．3　0．9　1．1　1．5　0．5　3．9　6，0
2．5　1．5　L2　2．9　0。5　1．2　0．5　0．7　4．0
注． 1）：条播標準播は1993～1999年度の7力年平均値，ドリル播は1994～1999年度の6力年平均値。
2）；品種名の標は標準品種，比は比較品種を示す（以下の表も同じ）。
2）：倒伏程度，寒雪害，凍上害及び病害は0（無）～5（甚）で判定。
3）：フレッケンは，出穂後の葉に小さい淡黄色の斑点が多数生じる生理障害で，0（無）～5（甚）によ
　り判定。
4）：立毛評価は，登熟後期における穂数・倒伏の多少，穂長，穂揃いの良否，病害発生を総合的に観
　察判定し，10（良）～1（不良）で評価。
表5　収穫物調査成績（育成地）
栽培　 品種名
様式
子実重　同左標　リット　千粒重
　　準比率ル重
（㎏／a）（％）　（9）　（9）
外観　　粒大　　粒色　　粒形　　粒質　　粒溝　　赤か
品質　　　　　　　　　　　深浅　び粒
条播ネバリゴシ
標準標）キタカミコムギ
播比）ナンブコムギ
35．7　　　108　　　781　　　33．6
33．0　　　　100　　　　771　　　36．0
22．6　　　　68　　　　772　　　37．8
。6　　　　中　　　　黄褐　　　ヤヤ円　　　粉状質　　　　中　　　　0．3
4 8　　　　中　　　赤褐一褐　中一ヤヤ円　　中間質　　　　中　　　　0。7
4，9　　中一ヤヤ大　赤褐一褐　　　中　　　中間質　　中一ヤヤ深　　0．5
ドリル　ネバリゴシ
播標）キタカミコムギ
　　比）ナンブコムギ
44．2　　　　107　　　　764　　　32．8
41．5　　　　100　　　　761　　　33。6
28．7　　　　　69　　　　773　　　　38．7
4 2　　　ヤヤ小　　　黄褐　　　ヤヤ円　　粉状一中間　　　中　　　　0．3
4．8　　　　中　　　　赤褐　　中一ヤヤ円　　中問質　　　　中　　　　0．6
4 　　中一ヤヤ大　　　褐　　　中一ヤヤ長　　中間質　　　中　　　　0．7
注．1）
　2）
3）
：条播標準播は1993～1999年度の7力年平均値，ドリル播は1994～1999年度の6力年平均値。
：外観品質は1（上上）～9（下下），赤かび粒（赤かび病に罹病した粒の混入程度）は0（無）～
5（甚）により判定。
：ナンブコムギは縞萎縮病の多発ため低収となっている。
バロリメーター・バリューは“やや低”で，「キタ
カミコムギ」と同程度である。生地の力の程度は
“やや大”で，「キタカミコムギ」と同程度である。
生地の伸長抵抗は“やや弱”，伸長度は“やや長”
で，生地の形状係数は“やや小”である。アミログ
ラムの最高粘度及びブレークダウンはいずれも“大”
で，「キタカミコムギ」，「ナンブコムギ」より大き
い・めんの粘弾性・なめらかさが「キタカミコムギ」，
「ナンブコムギ」より優り，製めん適性はやや高い。
V　育成地における試験成績
　1．生育調査成績及び収穫物調査成績
生産力検定試験における生育調査の結果を表4に
示した。「ネバリゴシ」は，「キタカミコムギ」より
出穂期は2～3日，成熟期は5～6日早かった。
「ナンブコムギ」と比べた場合，出穂期は同じであ
るが，成熟期が2日早い。これは，「ナンブコムギ」
に縞萎縮病が毎年多発したために出穂期及び成熟期
がやや遅延したためで，「ナンブコムギ」に縞萎縮
病が発生しない場合は，「ネバリゴシ」の出穂期は
「ナンブコムギ」より遅く，成熟期は両品種でほぼ
同じであると思われる。桿長は「キタカミコムギ」
より平均12cm短く，「ナンブコムギ」より2～3cm
短かった。穂長は「キタカミコムギ」よりやや短く，
「ナンブコムギ」より短かった。穂数は「キタカミ
コムギ」，「ナンブコムギ」より条播標準播でやや多
い程度であるが，ドリル播では多かった。倒伏は
「キタカミコムギ」，「ナンブコムギ」より少なかっ
た。寒雪害は「キタカミコムギ」，「ナンブコムギ」
よりやや少なかった。縞萎縮病の発生は「キタカミ
コムギ」，「ナンブコムギ」より少なかったが，うど
んこ病の発生は多かった。赤さび病の発生は「キタ
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表6　製粉及び品質試験成績（育成地）
栽培　品種名
様式
原粒 製粉試験 60％粉灰蛋製Bセ生セ粉ス粉ミス灰灰蛋τ倉事ζ比　反射率墾黎矯羅鞄諺書麟星峯踏R455R554断量量留　ナナトグ率量量ス丁積　　D554（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）　　（％）（％）（％）（％）（皿1）傾／9）（％）（％）
条播ネバリゴシ　　　L3013．167．548．060，475、70．4679．642。30．441L822．338．7307449．964．30．111
標準標）キタカミコムギL4112．168．748．759．577．80．4581．546．40．4011．228．140．5277052．765．60．095
播比）ナンブコムギ！．5313，763．755．356．772．40．4675．944．30．4313．225、943．4336449．264．40．117
　比）コユキコムギ　　L32　12．4　70．9　27．7　63．9　87．2　0．43　84．5　47．4　0．40　12．3　27．6　43．6　1905　53．6　65．70．088
　参）ASW　　　　　1．22　10．0　71．2　39．1　63．0　81．5　0．48　82．4　42．8　0．45　9．2　26，4　33．0　2298　55．6　69．20．095
　参）農林61号　　　　1．51　8．8　66．6　53．7　58．6　74．1　0．45　79．1　46．5　0．42　8．0　27，6　25．03430　54．0　67．80．099
ドリル　ネバリゴシ　　　　 1．25　12．4　64．7　48．6　58．7　74．2　0．47　76．1　39．1　0．46　10．9　22，5　36．6　3245　48．5　63．20．115
播　　標）キタカミコムギ　1．41　12．8　68，9　49，2　58．7　78．9　0．46　80．9　46、1　0，43　11、2　27．1　35．9　2917　5L6　65．60．097
　比）ナンブコムギ　　1．47　14，3　63，5　58，4　56。2　7L3　0．41　77．8　45・5　0．38　12．9　25・2　39．1　3603　49・2　65・40。124
　比）コユキコムギ　　L23　12．9　70．5　28．6　64．3　85．3　0．46　82．2　43．2　0．44　1L6　26．6　39．！　1983　5L9　65．40．102
　参）ASW　　　　　L17　10．3　70．2　38．1　62．3　8L8　0．47　82．9　42．1　0．44　9．2　25．5　32．6　2508　55．5　70，00．101
　参）農林61号　　　　1．43　8．9　66．9　54．1　57，0　76．5　0．43　80．2　46、5　0．4！　7．8　26．5　22．1　3407　53．4　67，30．099
注．1）：条播標準播は1993，1996～1999年度の5力年平均値，ドリル播は1994～1995，1997～1999年度の
　　　5力年平均値。
　2）：農林61号（群馬県産）とASW（オーストラリア産）はいずれも食糧庁から移管された材料（以下の表
　　　も同じ）。
　3）＝参は参考品種又は参考銘柄を示す（以下の表も同じ）。
　4）：製粉試験はビューラーテストミルによる。原粒。60％粉蛋白含量は元素分析装置（パーキンエル
　　マー社PE2410型）で測定し，蛋白質係数は原粒では5．83，60％では5．70を用いた。アミロース含
　　量はJuliano（1971）3）に準じた方法，比表面積はブレーン空気透過粉末度測定器5）で測定した。
　　その他の特性は「小麦品質検定方法8）」により測定した。表18，表27も同じ方法である。
カミコムギ」，「ナンブコムギ」よりかなり少なかっ
た。赤かび病の発生は「キタカミコムギ」と同程度
であった。フレッケンは「キタカミコムギ」より少
ないが，「ナンブコムギ」よりやや多かった。立毛
評価は「キタカミコムギ」よりやや劣るが，「ナン
ブコムギ」より優れた。
収穫物調査成績を表5に示した。「ネバリゴシ」
の子実重は「キタカミコムギ」より7～8％多収で，
縞萎縮病が多発した「ナンブコムギ」に比べると約
50～60％多収であった。リットル重は「キタカミコ
ムギ」，「ナンブコムギ」と同程度であるが，千粒重
はやや小さかった。外観品質は「キタカミコムギ」，
「ナンブコムギ」よりやや優れた。粒形は“やや円”
で，「キタカミコムギ」より粒がやや丸かった。
　2．製粉及び品質試験成績並びに生地物性試験成績
製粉及び品質試験成績を表6に示した。原粒灰分
含量は「キタカミコムギ」，「ナンブコムギ」より低
かった・原粒蛋白含量は「キタカミコムギ」と同程
度であるが，「ナンブコムギ」より低かった。製粉
歩留は「キタカミコムギ」より低いが，「ナンブコ
ムギ」より高かった。BM率は「キタカミコムギ」
と同程度で，「ナンブコムギ」，「農林61号」よりや
や低かった。製粉性の指標であるミリングスコアは
「キタカミコムギ」より低く，「ナンブコムギ」と同
程度かやや高かった。
60％粉灰分含量はやや高かった。60％粉蛋白含量
は「キタカミコムギ」と同程度であるが，「ナンブ
コムギ」より低かった。アミロース含量は「キタカ
ミコムギ」より約5％低く，「ナンブコムギ」より
約3％低かったことから，「チクゴイズミ」（氏原ら
1995），「あやひかり」（吉田ら1999）などの品種と
同じ低アミロース品種であると言える。粉の反射率
のR455（粉の白さ）は「ナンブコムギ」と同程度
であるが，「キタカミコムギ」より低かった。R554
（粉の明るさ）は「ナンブコムギ」並かやや低く，
「キタカミコムギ」より低かった。D455－D554（胚
乳色素の色づき）はナンブコムギと同程度でやや高
かった。
生地物性試験（ブラベンダー試験）成績を表7に
示した。ファリノグラムは，「キタカミコムギ」に
比べ吸水率（Ab）はやや高いが，生地の弱化度
（Wk）がやや大きかった。バロリメーター・バリュー
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表7　生地物性試験（ブラベンダー試験）成績（育成地）
栽培　　品種名　　　　ファリノグラム
様式　　　　　　　Ab　DT　Stab　Wk　VV　A
　　　　　　　　　（％）　（min）　（min）　（B，U，）　　　　　（c㎡）
エキステンソグラム（135分） アミログラム　　食塩水アミログラム
R　　E　R／E　GT　MVT　MV　BD　MV　BD
（B．U．）　（㎜）　　　　　（℃）　（℃）　（B，U，）（B，U，）（B．U．）（B．U，）
条播ネバリゴシ
標準標）キタカミコムギ
播　　比）ナンブコムギ
　　比）コユキコムギ
　　参）ASW
　　参）農林6！号
58．6　3．5　3．9　74　46　83
58．3　3，9　5．3　60　50　89
59．6　4．1　5．1　66　50　63
67．1　5．6　6．1　68　56　60
59．3　6．8　10．0　35　64　114
56，5　L7　2．3　77　41　64
232　249　1．0
351　202　1．8
200　223　1．0
211　208　LO
504　174　2．9
310　153　2．1
57．588．51097　467　1383　740
57．986．3　706　164　833　330
56．988．8　990　388　1040　420
55．488．3　796　131　1157　409
55．186，1　948　357　1240　568
55，987．51048　341　1000　374
ドリル　ネバリゴシ
播　　標）キタカミコムギ
　　比）ナンブコムギ
　　比）コユキコムギ
　　参）ASW
　　参）農林61号
59．4
58．0
59．5
67．6
59．9
57．7
3．5
3．6
4．5
5．8
1L5
1．5
5．7
5．5
6．4
6．5
18．1
2．2
61
53
63
102
24
82
50
50
52
53
74
39
86
95
66
59
117
58
266　234　1．2
359　205　L8
197　231　0．9
199　204　1．0
524　171　3．1
263　152　1．8
56．684．8　836　400　1403　769
57．287．0　713202　880　332
56．789、0　896　312　1040　379
54、884．2　605　111　915　302
54．785．31064　351　1257　569
55，285．91037　304　997　370
注．1）：条播標準播は1993，1996～1999年度の5力年平均値，ドリル播は1994～1995，1997～1999年度の
　　　　5力年平均値。
　　2）：食塩水アミログラムは吉川（1990）12）の方法，その他の特性は「小麦品質検定方法8）」により測定。
　　　　表19，表28も同様である。
　　3）：Ab：吸水率，DT：生地の形成時間，Stab　l生地の安定度，Wk：生地の弱化度，VV：バロリメー
　　　　ター・バリュー，A：面積，R：伸長抵抗，E　l伸長度，R／E：形状係数，GT：糊化開始温度，
　　　　MVT：最高粘度時温度，MV：最高粘度，BD：ブレークダウン
（VV）は同程度であった。エキステンソグラムは，
「キタカミコムギ」より伸張抵抗（R）は小さいが，
伸張度（E）は大きく，形状係数（R／E）が小さ
かった。「ナンブコムギ」と比べて伸張抵抗，伸長
度ともにやや大きかった。アミログラムの最高粘度
（MV）・ブレークダウン（BD）は「キタカミコム
ギ」より大きかった。澱粉糊化特性の簡易検定法で
ある食塩水アミログラム（吉川1990）の最高粘度
（MV）・ブレークダウン（BD）は，いずれも「キ
タカミコムギ」，「ナンブコムギ」よりかなり大きく，
低アミロースの特徴をよく表していた。
　製パン性と関係があると言われている高分子量グ
ルテニンサブユニット　（Blackman　and　Payne
1987，Payne　et　aL1987）（以下HMGS）の構成を，
表8に示した。染色体1A，1BにおけるHMGS
構成は父親の「チホクコムギ」と同じで，染色体
1Bに製パン性改良に有効とされるサブユニット17
十18　（Blackman　and　Payne　1987，Payne　et　al．
1987）を持っていた。各染色体におけるHMGS構
成は「キタカミコムギ」，「ナンブコムギ」と全く異
なっていた。製パン性良否の指標とされるGlu－1
（luali七yscore（PayneetaL1987）は，「キタカミ
表8　高分子量グルテニンサブユニット構成（育成
　　　地，1999年度）
品種名　　　　　染色体　　　　Glu－1quality
　　　　　lA　　IB　　ID　score
ネバリゴシ　　　　　2＊　　17＋18　2＋12
標）キタカミコムギ　1　　　7＋8　3＋12
比）ナンブコムギ　　　1　　　7＋8　4＋12
比）コユキコムギ　　2＊　　7＋9　3＋12
比）チホクコムギ　　　2＊　　17＋18　4＋12
8
8
7
7
7
注．1）
2）
：SDSポリアクリルアミド電気泳動法1）で
調査した。
：高分子量グルテニンサブユニットの判定
及びGlu－1quality　scoreの算出は
Blackman　and　Payne（1987）2〉，Payne
etal．（1987）9）に従った。
コムギ」と同じ8点であった。
　3．製めん・製パン試験成績
　　1）製めん適性
　製めん試験成績を表9に示した・ゆでめんの色は
「キタカミコムギ」と同程度であるが，「ナンブコム
ギ」よりやや劣った。外観は「キタカミコムギ」よ
りやや優れていた。低アミロースであるため，粘弾
性となめらかさは「キタカミコムギ」，「ナンブコム
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表9　製めん適性試験成績（育成地）
品種名 ゆでめん官能評価
色外観　食感　食味合計
　　　　かたさ粘弾性なめらかさ
（20）（15）（10）（25）（15）（15）（100）
ネノマリゴシ　　　　14．0
標）キタカミコムギ14．0
比）ナンブコムギ　　15．4
参）ASW　　　　　18，5
11．17．220．712．711．576．9
10，57．017．510．510，570。0
11、7　7．1　17．611．110．773．9
12．8　7．8　19，912．311．883．7
注．1）11993～1999年度の7力年の平均値。1996，
　　　1998年度は条播標準播，その他の年度は
　　　　ドリル播の材料。
　　2）1製めん試験法は食糧庁の方法10）に従い，
　　　ゆで時間はゆでめん水分が約75％になる
　　　　よう，ネバリゴシが18～22分，他は22～
　　　25分としたQパネラー数は10～20名であ
　　　　る。各項目の（）内の数値が満点であ
　　　　る。表20，表29も同じ方法である。
　　3）：官能評価の標準はキタカミコムギで，合
　　　計点70点とした。
ギ」より優れ，オーストラリア産「ASW」よりわ
ずかに優れていた・合計点は「キタカミコムギ」よ
り約7点高く，「ナンブコムギ」より3点高いが，
「ASW」に比べると約7点低かった。
　次に，実需者である東北製粉協同組合における製
めん試験成績を表10に示した。なお，製めん試験の
材料は東北農試で製粉した材料を用いた・生めんの
製造しやすさの指標である製めん作業性は「キタカ
ミコムギ」と同程度で，「ナンブコムギ」よりやや
優れていた。生めん色相は「キタカミコムギ」，「ナ
ンブコムギ」と同程度であった。ゆでめん官能評価
の色・外観は「キタカミコムギ」，「ナンブコムギ」
よりやや優れていた。粘弾性・なめらかさも「キタ
カミコムギ」，「ナンブコムギ」より優れ，「ASW」
よりわずかに優れていた。その結果，合計点は「キ
タカミコムギ」，「ナンブコムギ」より7～8点高い
が，「ASW」に比べると約6点低かった。以上の色
表10　実需者（東北製粉協同組合）における製めん試験成績
品種名 製めん　生めん　ゆでめん
作業性　色相　　色相　　　色
ゆでめん官能評価
外観
（肌荒れ）
　（15）
食感 食味　　合計
（20）
かたさ　粘弾性なめらかさ
（10）　（25）　（15）　（15）　（100）
ネバリゴシ　　　　普通　　　普通　　　普通
標）キタカミコムギ　普通　　　普通　　　普通
比）ナンブコムギ　やや不良　　普通　　　普通
参）ASW　　　　やや良　かなり良かなり良
参）農林61号　　　　普通　　　普通　　　普通
14．9
13．4
14．1
18．0
14．0
11。2
10．4
10．9
12．8
10．5
7．2
7．0
6．8
7。9
7。0
20．4
17，2
16．9
19．8
17．5
12．6　　　　10．5　　　　76、8
10．3　　　　10．3　　　　68．6
10．4　　　　10．7　　　　69．9
12．3　　　　10。8　　　　82．4
10．5　　　　10。5　　　　70．0
注．1）
2）
：供試材料は東北農試の生検材料で，1993～1998年度の6力年の平均値。白石興産㈱おける試験成
績。
：試験方法は食糧庁の方法1。）に従った。官能評価の標準は1993，1995～1997年度がキタカミコムギ，
1998年度は農林61号（群馬県産）で、合計点70点とした。ゆで時闇は20分。パネラー数は5～6名。
表11製パン試験成績（育成地，1999年度）
品種名 吸　　作　　パ　　比森莚ン容・f表焼皮　　　　　体　　積　　ン　皮色　質（a）（b）積　 籍の
（20）（20）（c㎡）（㎡／9）（30）（！0）（5）
パン官能評価試験
誉舅墓膿整　　色　　ち
　（5）（10）（5）
奮
（15）
　　　　　官　　パ合　　　　　能　　ン計味斐轄　点　　昇（c）〔a＋b＋c）
（15）（100）（60）（100）
ネバリゴシ
比）コユキコムギ
比）ナンブコムギ
比）アオバコムギ
参）10W
標）市販強力粉
1LO
14．0
10，0
14、0
20，0
17．0
14．0
18．0
12．0
12．0
19．0
18．0
908
832
982
886
842
829
6．0
5．6
6．7
6．0
5．6
5．5
27．2
24．9
29。5
26．6
25．3
24．9
7．6
8．4
8，6
8．7
8。4
8。0
3．9
3、5
3．6
3．5
4，4
4，5
3、9
4．3
4．4
4，G
3，9
4．0
3、7
4．4
4．0
3．7
3．3
4．0
6．9
72
7．9
6．6
6．7
7．0
3．9
4．1
4、4
3．8
3．8
4．5
12。1
11．6
12．4
11，7
12．1
12．0
10、9
10．7
11．0
9，7
1L6
12．0
80．3
79．2
85．7
78．3
79．4
80．9
48．2
47．5
51．4
47，0
47．6
48．5
73．2
79．5
73，4
73．0
86．6
83，5
注。1）
2）
：製パン試験法は60％粉を300g用いた中種生地法。パン体積は60％粉100g当たりの体積。官能評
価のパネラー数は7名Q
：官能評価の配点は日本イースト工業会パン用酵母試験法6）に準じたが，パン体積の評点はパン体
積＊0．03により算出した。
官能評価は評点合計×0．6。各項目の（）内の数字は満点を示す。
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表12　ネバリゴシとハルイブキ又は市販強力粉とのブレンドによる製パン試験成績（育成地，試験年度平均値）
ブレンド組合せ　ず　試　聚　箋　パ　比　　　　　　　　パン官能評価試験　　　　　　　　寵　づ辞ま　種名嚢儲鹸欝蝶繁態酬撚、，論、
　　　　（％）　　（20）（20）（c㎡）（慮／9）（30）（10）（5）（5）（5）（10）（5）（15）（15）（100）（60）（100）
ネバリゴシ　　　　　　　100　　　　　10．0　13，8　816　　5．7　24．5　6．9　　3．5　　3．4　　3．1　　6、3　　3・2　10，4　10．3　71．6　43．0　67．3
ハルイブキ　　　　　　　100　1997　18．0　16．8　746　5．0　22．4　7．7　　3．7　　3，3　　3，3　　6．1　　3．2　10．4　10，4　70．6　42．4　77．1
ネバリゴシ＋ハルイブキ50：50　～　　15．5　18．5　940　6．4　28．2　8．9　　4、5　4．6　　4．1　8．7　4．6　12．8　13．3　89，7　53．8　87．8
ネバリゴシ＋市販強力粉50：501998　16．0　18．8　909　6．3　27．3　8、8　4，6　4，6　4．3　8．6　4．6　12．8　13．6　89．2　53．5　88．3
標）市販強力粉　　　　　100　　　　18．0　18．8　814　5．6　24．4　9，0　4．5　3．8　4．8　7．8　4．3　12．0　12．8　83．2　49、9　86．8
注．製パン試験法と官能評価の配点・算出方法は表11と同じ。官能評価のパネラー数は7～9名。
表13　育成地及び各道県農業試験場における特性検定試験成績
特性 耐雪性 耐寒雪性　　凍上抵抗性　縞萎縮うどん赤さび穂発芽
試験場所北海道立上川新潟県農業総岩手県農業研長野県中信農病　　　こ病　　病　　　性
　　農業試験場　　　合研究所　　　　究センター　　　業試験場　　　　育成地育成地育成地育成地育成地
播性
品種名
発病度　判定　被害　判定　被害　　　　　　　　　判定　　　　指数　　程度
判定　総合　判定　判定　判定　判定　判定
基準判定
ネバリゴシ　73．8やや弱71やや弱61．4中
標）キタカミコムギ90．3弱85やや弱63．9中
比）ナンブコムギ40，7やや強29強24．0強
78．5やや弱強やや弱強やや難一難V
64．5　　弱　　やや強　　中　　中　　やや易　　V
92．6　やや強やや弱やや強やや弱　やや難　　V
注．1）11993～1999年度の平均値。
　2）：上川農試の耐雪性は耐小粒菌核病による判定で，個体単位で発病程度を0（健全）～4（枯死）の5
　　段階で調査。次式で発病度を算出。発病度＝（各発病程度×当該株数）の総和／調査株数×25。
　3）：新潟農総研の耐雪性の判定基準は，葉腐面積率及び越冬茎率から被害指数を求め，耐雪性の強弱
　　を判定。階級は7段階。
　4）：岩手農研センターの耐寒雪性の被害程度は，越冬株数，寒雪害による葉枯面積率及び雪腐病によ
　　る被害面積割合から被害程度を算出。
　5）：長野県中信農試の凍上抵抗性は，越冬株数と葉枯れ程度を調査。葉枯れの程度は0％を無，10％
　　以下を少，50％以下を中，90％以下を多，90％を越えるものを甚として，5段階に分類。判定基
　　準は検定品種・系統の越冬株率を標準品種の越冬株率で除して標準比率を算出したもの。
　6）：育成地の縞萎縮病は早播栽培，うどんこ病と赤さび病は春播栽培で検定し，0（強）～5（弱）で判
　　定。穂発芽性は成熟期及び成熟期5日後の穂を用いて，穂発芽検定器内で人工降雨処理し，10日
　　後に穂発芽程度を穂別に調査し，平均穂発芽程度を算出。そして，2時期の平均値で穂発芽性を
　　判定。播性は3月20日から10日おきに圃場に播種して，出穂の可否で播性程度を判定。
を除く官能評価の結果は育成地の結果とよく一致し
た。
　2）製パン適性
製パン試験成績を表11に示した。製パン試験法は
中種生地法（吉川ら1999）によった。「ネバリゴシ」
は軟質小麦であるため，岩手県奨励品種でパン用硬
質小麦の「コユキコムギ」に比べて吸水性，作業性
がやや劣るものの，パン体積，比容積はやや大きく，
官能評価はほぼ同程度であった。吸水性，作業性及
び官能評価を合計したパン合計点は「コユキコムギ」
よりやや低いが，「ナンブコムギ」，「アオバコムギ」
と同程度であった。一方，カナダ産「1CW」や市
販強力粉に比べると，吸水性，作業性が劣り，パン
合計点が低かった。
表12にブレンドによる製パン試験成績を示した。
「ネバリゴシ」とパン用の「ハルイブキ」との50％：
50％のブレンドでは，吸水性は「ハルイブキ」単品
よりやや劣るものの，作業性が向上し，パン体積と
比容積は両品種よりかなり大きくなり，官能評価が
高くなり，そしてパン合計点は高くなった。また，
「ネバリゴシ」とパン用の市販強力粉との50％；50
％のブレンドでも同様な結果が得られ，吸水性にっ
いては市販強力粉よりやや劣るものの，全般的に製
パン性が向上した。以上のように「ネバリゴシ」を
パン用小麦にブレンドにすると，製パン性が向上し
たが，この向上要因にっいては，今後，澱粉，グル
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表14　雨濡れ処理日数と穂発芽粒率及び最高粘度
　　　　　　　　（育成地，1998年度）
雨漏れ
処理
日数
ネバリゴシ　　キタカミコムギ　　ナンブコムギ
穂発芽　最高　　穂発芽　　最高　　穂発芽　　最高
粒率　　　粘度　　粒率　　　粘度　　粒率　　　粘度
（％）　（RVU）　（％）　（RVU）　（％）　（RVU）
0（無処理）
1
2
3
0．0222（100）0．0225（100）0．0217（100）
0．0223（100）0．0220（98）一　　一
〇．2231（104）0．9177（79）0．0223（103）
0，0196（88）5．9111（49）一　　一
注．1）：試験方法は，成熟期に収穫した各処理約
　　300穂にっいて，1日風乾後，穂発芽検
　　定器を用いて17～18℃で人工降雨処理を
　　行った。そして，乾燥後脱穀して穂発芽
　　粒率を調査するとともに，ブラ飛ンダー
　　製粉機で製粉し，A粉を用いてラピッド
　　ビスコアナライザーで最高粘度を測定した。
　2）：（）の中の数字は各品種・系統の無処理
　　を100％とした場合の比数。
テンの両面から解明する必要がある。
4．特性検定試験成績
　「ネバリゴシ」の特性検定試験成績を表13に示し
た。耐雪性は“やや弱”で，「キタカミコムギ」よ
りやや強いものの，「ナンブコムギ」より弱かった。
耐寒雪性は“中”で「キタカミコムギ」並であるが，
「ナンブコムギ」より弱かった。凍上抵抗性は“や
や弱”で「キタカミコムギ」よりやや強いが，「ナ
ンブコムギ」よりやや弱かった。縞萎縮病抵抗性，
赤さび病抵抗性はいずれも“強”で，「キタカミコ
ムギ」，「ナンブコムギ」より強かった。「キタカミ
コムギ」に比べて，うどんこ病にはやや弱かった。
穂発芽性は“やや難～難”で，「ナンブコムギ」よ
りわずかに強い。また，「ナンブコムギ」と同様に，
成熟期の人工降雨処理では，2日間の雨濡れ処理ま
では最高粘度の低下は全く起こらなく，「キタカミ
コムギ」より雨濡れ耐性がかなり強かった（表14）。
播性は“Vの”秋播型である。
なお，耐雪性，凍上抵抗性（耐凍上性）及び穂発
芽性については，表3の結果と食い違うが，表3は
本結果を踏まえ，基準品種の「キタカミコムギ」，
「ナンブコムギ」の階級値で「ネバリゴシ」の階級
値を補正したためである。
5．系統適応性検定試験成績
3場所で実施された，「ネバリゴシ」の系統適応
性検定試験の成績を表15に示す。成熟期は「ナンブ
コムギ」，「アオバコムギ」と同程度に早く，「ナン
ブコムギ」よりやや短桿であった。穂数はやや多く，
標準品種よりやや低収で，千粒重が小さく，外観品
質がやや劣った。
　6．固定度調査成績
桿長，穂長及び1株穂数の変動係数（CV）から
みて，「ネバリゴシ」は実用的に支障のない程度に
遺伝的に固定しているものと推察される（表16）。
V［採用県における試験成績
「ネバリゴシ」に「東北206号」という地方番号
表16　固定度調査成績（育成地，1999年度）
品種名 出穂 桿長　　　穂長　　1株穂数調期平均CV平均CV平均CV個
（月日）（c皿）（％）（c皿）（％）（本）（％）数
査
体
ネバリゴシ　　　5．23　82．4　4．8　　9，7　　6．9　15．7　20．7　30
キタカミコムギ5、28　87．0　5．8　8．7　11．4　11．4　33．2　31
コユキコムギ　　5．27　74，9　5．3　6．9　9．1　13．4　28．3　30
表15　系統適応性検定試験成績
試験場所品種名 出成桿穂穂倒穂熟長長数伏期期　　　　程　　　　　　　度
（月日）（月日）　（㎝）　（㎝）　（本／1め
赤　つ　赤　縞さ　ど　か萎　んび　こ　び縮病　病　病病
寒子塁1ζ千雪実標　ト粒害重琵ル重　　　率　重
　（㎏／a）（％）　（9）　（9）
品
質
概
評
青森県畑作ネバリゴシ　　5．227．16
園芸試験場キタカミコムギ5．247，19
　　　ナンブコムギ　　5．17　6．16
89　7。5　593　LO
9　8，3415　0．5
91　8．4　512　1．5
0．5　0．5　0，0
0．5　0、5　0．0
0．5　0．5　0，0
1．0　37．1　89　78532。13．5
1，041．8　10077338．52．0
0．0　42．3　101　77139．23．5
福島県農業ネバリゴシ
試験場　　　トヨホコムギ
　　　アオバコムギ
5．116、24　94　9。2486　2，0
5．066．22　81　8．2465　2．0
5．066．25　91　9．0　431　2．5
0．5 0．5　0，0　0．0
1．0 1．0　0．0　0，0
0．5　0．5　0．0　0．0
41．8　99　73631．83．5
46．1　100　76039．83．0
44．8　97　75641．34．0
石川県農業ネバリゴシ
総合試験場ナンブコムギ
5，026．15　87　8．0　253　0．5
5．016．14　10010．0　236　LO
0．0　0．0　0，0　0、0
0．0　0．0　0．0　0．0
0．0　24，0　94　79240．23．5
0．025．610080743．63．0
注．1）：1993～1994年度の2力年平均値。
　2）＝倒伏程度，病害及び寒雪害は0（無）～5（甚）。品質概評は1（上上）～6（下）。
吉川ほか：高製めん適正，早生・多収の小麦新品種「ネバリゴシ」の育成 13
系統名を付けた1995年度以降，東北・北陸・東海の
14県の農業試験場における奨励品種決定調査に配付
して，地域適応性を検討してきた・また，同時に
1995年度（1996年産）以降の奨励品種決定調査で得
られた材料について，東北農業試験場作物開発部麦
育種研究室で製粉・品質試験及び製めん試験を実施
してきた。その結果，根雪期間の長い東北の青森，
岩手，秋田及び山形県の各県農業試験場において，
早生，安定多収及び良質で製めん適性が良好であっ
た。
　1．青森，岩手，秋田及び山形の各県農業試験場
　　における奨励品種決定調査成績
　表17に，1995～1999年度までの青森，岩手，秋田
及び山形の各県農業試験場で実施された「ネバリゴ
シ」の奨励品種決定調査の成績を，試験年度の平均
値で示した。出穂期にっいては，晩生の「キタカミ
コムギ」と・比べて，青森県畑作園芸試験場（以下青
森畑園試）で2日早く，青森県農業試験場（以下青
森農試）で4日早かった。また，やや晩生の「あき
たっこ」に比べて，秋田県農業試験場（以下秋田農
試）で3～4日早かった。一方，早生の「ナンブコ
ムギ」に比べて，岩手県農業研究センター（以下岩
手農研セ），岩手県農業試験場県南分場及び山形県
農業試験場（以下山形農試）で2日遅く，秋田農試
で2～3日遅いが，岩手県農業研究センター県北農
業研究所（以下岩手県北）で1日早かった。
　成熟期は「キタカミコムギ」に比べ青森畑園試で
8日早く，青森農試で5日早かった。秋田農試では
「あきたっこ」に比べ4～5日早かった。「ナンブコ
ムギ」と比べて，岩手の3場所では同熟，秋田農試
では2～3日早く，山形農試では1日遅かった。
　以上の結果，調査した全場所共通して，「ネバリ
ゴシ」の出穂期は「ナンブコムギ」と「キタカミコ
ムギ」又は「あきたっこ」の中間の中生種に入るが，
成熟期は「ナンブコムギ」とほぼ同じ早生種に入る
ことが明らかになった。
　桿長は「キタカミコムギ」，「ナンブコムギ」及び
「あきたっこ」より10c皿前後短桿の場所が多く，穂
表17　森，岩手，秋田及び山形の各県農業試験場における奨励品種決定調査成績（試験年度平均値）
試施播品　試出成桿穂穂倒験肥種種験穂熟長長数伏場　水期　　名　　年　期　期　　　　　　　程
所　準　　　　　　度　　　　　　　　　　度　　　及
　　　び
　　　　　　　　　（月日）（月日）（c皿）（c皿）（本／㎡）
赤
さ
び
病
う赤縞雪雪寒寒子同リ千品質どか萎腐害害雪実左ッ粒んび縮病　　害重標ト重概等こ病病　　　　　 準ル　評級病　　　　　　 　 　　　　　比　重
　　　　　　　　　　　　　　率
　　　　　　　　　　　（㎏／a）（％）（9）（9）
青森県畑作園標準播ネバリゴシ　　　1996～5，22　7．06　89　8，1　598　0，5　1，0
芸試験場　　標肥　標）キタカミコムギ　19995．24　7，14　100　9．0　461　2，3　1．5
1，8　0．5
L8　1，0
0，0
0．3
55211977835，42．01，0
46．610075439，13，0L5
青森県農業試標準播ネバリゴシ　　　1996～5，207，05　83　7，7　425　0．8　0，3
鵬　　標肥標）キ効ミコムギ19995，247，10939，23360，30，3
L3　0，0
0，5　0．0
L3
1，8
37．7　112　76935．2　1．5　1中
33．7　10075342，13，0　1下
岩手県農業研標準播ネバリゴシ　　　1995～5，18　7．02　　84　7，9　547　1，0　0，6
究センター　標肥　標）ナンプコムギ　　19995．16　7，02　98　9．8　498　1．6　0．8
0，8　 ．8　0．00．6
0．01，00．00，4
49．211978335，22．6
41，910078142．82．6
岩手農研センター標準播ネバリゴシ　　　1995～5，217，10　76　7．3　503　0。7　0，4
則膿業研究所　標肥　標）ナンブコムギ　　19995，22　7．10　　76　8，6　449　0，9　1，2
L20，60，40．2
0，40．4 ．00，2
1，244，513775733．32，2
1，232．410075938，53．0
岩手県農業試標準播ネバリゴシ　　　1995　5．26　7．04　　95　9．1　601　4．0　1．0
験場県南分場標肥　標）ナンプコムギ　　　　5。247，04　103　9．1　395　2．0　1，0
．01，0 。00，00．00，00，048．9
0 03，00，00．00，00，00，038，2
1288 532，24，02．0
1 081042．25，0贈
秋田県農業試標準播ネバリゴシ　　　1995～5，17　6．24　　88　7，2　556　1，2　0，2
験場　　　　標肥　　標）あきたっこ　　　19995．20　6。29　　94　9．2　442　2，0　2．8
　　　　　比）ナンブコムギ　　　　　5．15　6，26　　97　8。5　455　2．2　　1，6
0，00．20，0
0，0 ，20．0
0，0　0，0　0，0
2．443，611078132．92．41．2
2，639．910074836．22，81．8
1．835，68980341，13，61，8
晩播　ネバリゴシ　　　1999　5，216，27　82　7，1　446　2，0　0，0
標肥　標）あきたっこ　　　　　5，24　7．01　89　8．0　397　0，0＼0．0
　比）ナンブコムギ　　　　　5．21　6，30　　88　8．5　332　0．0　0，0
0，0　0．0　0，0
0，0　0，0　0．0
0，0　1，0　0，0
4，044．112680737，14．02．0
4，034．910082144．02．01，0
3．031，3　9086241，93，02．0
標準播ネバリゴシ　　　1997～5，116，21　89　7，5　523　1，0　0，0
追肥標）あきたっこ　19985．156．26949．83462，52．0
　比）ナンブコムギ　　　　　5，09　6，23　100　9．0　385　1，5　　1，5
0，0　0．0　0，0
0．0　0 0　0 0
0，0　0．0　0．0
2，552．712680835．32．51。5
L542，210076739．85，02，0
1．538，8　9381842，84，02．0
山形県立農業標準播ネバリゴシ　　　1995～5，18　6，26　　89　8，4　474　0，6　0，0
試験場　　　標肥　標）ナンブコムギ　　19995．16　6．25　101　9．8　468　1．0　0．0
0，20．00．01．40．00，00，050．811081336，22．5
0．0 ， 0．00，80，00．00．046，41008094L83．8
注．1）：倒伏程度，病害程度，諸障害程度　0：無，1：微，2：少，3：
　　2）：品質概評　11上の上，21上の下，3：中の上，4：中の中，5
中，4：多，5：甚
の下，61下
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長もこれらの標準品種より1～2cm短かった。穂数
は全場所で標準品種より多かった。以上のことから，
「ネバリゴシ」の草型は，全場所共通してやや短桿・
穂数型のタイプを示していた・
　倒伏は標準品種より少ない場所が多かった。赤さ
び病と赤かび病の発生は少なく，標準品種より少な
いか同程度であった。縞萎縮病は岩手県北しか発生
していないが，「ナンブコムギ」よりかなり少なかっ
た。一方，うどんこ病は青森農試，岩手農研セ，岩
手県北及び山形農試で標準品種より発生がやや多く，
青森畑園試でも「キタカミコムギ」並に発生がみら
れた。雪腐病は岩手農研セと山形農試で「ナンブコ
ムギ」よりやや発生が多かった。寒雪害の発生が多
い秋田農試では，rナンブコムギ」より発生がやや
多かった。
　子実重は，全場所において標準品種より10～37％
多収であった。5力年にわたる7場所の試験の中で，
収量が標準品種を下回った事例は2例しかないため，
安定多収の特性を持っていると考えられる（図2）。
リットル重は，全場所共通して，標準品種より大き
いか同程度であった。千粒重は全場所で標準品種よ
り小さかった。品質概評は，全場所共通して，標準
品種に比べて良いか同程度であり，検査等級は標準
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図2　青森，岩手，秋田及び山形の各県農業試験場
　　の子実重における標準品種と「ネバリゴシ」
　　との関係
　　注．1）：1995～1999年度の奨励品種決定調査の全
　　　　データを用いた。
　　　　2）：標準品種は青森県が「キタカミコムギ」，
　　　　岩手県と山形県は「ナンブコムギ」，秋田県
　　　　は「あきたっこ」
　　　　3）二図中の直線より上にある場合は「ネバリ
　　　　　ゴシ」の方が多収であることを示す。
品種よりやや良かった。
　2．品質試験成績
　青森，岩手，秋田及び山形の各県農業試験場の奨
励品種決定調査における「ネバリゴシ」について，
「東北地域麦類品質連絡試験」の中で東北農業試験
場で品質分析を実施してきた。また，1999～2001年
度まではr麦品種緊急開発」プロジェクトの中で，
東北製粉協同組合が「東北農試育成系統の品質評価」
を担当し，東北農試からの委託材料（東北農試産，
東北各県農業試験場産）の製めん試験や，青森，岩
手及び秋田県の現地産の材料にっいて製粉及び品質
試験並びに製粉工場における一般製粉及び品質試験
が実施された。
　　1）育成地による品質試験
　　（1）製粉及び品質試験成績
　「ネバリゴシ」の製粉及び品質試験成績を表18に
示した・原粒灰分含量は各場所とも標準品種より低
かった。原粒蛋白含量は，青森の2場所とも「キタ
カミコムギ」よりやや高いが，岩手の2場所と山形
農試では「ナンブコムギ」より約2％低かった。製
粉歩留は青森の2場所では「キタカミコムギ」に比
べやや低いが，岩手の2場所と山形農試では「ナン
ブコムギ」より2～4％高かった。秋田農試では
「あきたっこ」に比べ標肥栽培では低いものの，多
肥栽培では同程度であった。BM率は同じ軟質小麦
の「キタカミコムギ」，「ナンブコムギ」よりやや低
い傾向にあるが，硬質小麦の「あきたっこ」に比べ
ると高かった。製粉性の指標であるミリングスコア
は，青森の2場所では「キタカミコムギ」よりやや
高く，岩手の2場所と山形農試でも「ナンブコムギ」
より高いが，秋田農試では製粉性の優れた「あきたっ
こ」と同程度かやや低かった。なお，ミリングスコ
アは全場所とも80以上あり，軟質小麦である群馬県
産「農林61号」，北海道産「チホクコムギ」と同程
度であるため，これらの2品種と同程度の製粉性を
持っていると考えられる。
　60％粉灰分含量は標準品種よりやや低い傾向にあっ
た。60％粉蛋白含量は，青森の2場所と秋田農試の
標肥栽培では，低蛋白の「キタカミコムギ」又は
「あきたっこ」に比べいずれの場所とも0．7％高かっ
た。一方，高蛋白の「ナンブコムギ」に比べると，
岩手の2場所と山形農試ともに2～3％低かった。
なお，群馬県産「農林61号」，北海道産「チホクコ
ムギ」と比べた場合，rネバリゴシ」の蛋白含量は
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表18　青森，岩手，秋田及び山形各県農試の奨励品種決定調査材料における製粉及び品質試験成績（試験年度平均値）
農試名
または
産地名
品種名　試　　原粒　　製　B　セ　　　　験灰蛋粉M　書　　　　年　分　白　歩　率　ナ　　　　度含含留　　震
　　　　　　量　量　　　　　　率
　　　　　　（％）（％）（％）（％）（％）
セ
モ
リ
ナ
粉砕率
（％）
ス
ト
レ1
ト
灰分
（％）
リ
ン
ク“
ス
コ
ア
灰
分
移
行
率
（％）
60％粉
灰蛋ア含玄シ比　反射率魯奮量輩喬R455R554D45卜
量量スォ積　　D554（％）（％）（％）（m1）＠シ9）（％）（％）
青森県畑作ネバリゴシ　　1996～
園芸試験場　標）キタカミコムギ1鰯
1，33　9．969．648．760．178，10，4880．544．1
1，44　9。470．557，157，178．90，5179．844，9
0 45　9，4
．47　8，7
23、134．4322051，6
27．827．9306053．8
6 ，80，105
66，80，094
青森県農業ネバリゴシ　　1995～
試験場　　　標）キタカミコムギ1999
L3610，067，947，859，377．90，4680，245．1
L57　9，368，758，256．677，20．4979、046，7
0，44　8，7
0．47　8．0
23．131，1294050、9
28．024，2287254，5
6 ．70，111
68、10．097
岩手県農業ネバリゴシ
研究センター標）ナンブコムギ
1991～1．3110．170，04826L177，50．4980，443，4
19991．5412．966253，059．672，90．5573．942．5
0，46　9，4
0，5212．6
22，430，1290851，5
25，638，9336149．9
6 、80．106
65、50．118
岩手農研センター　ネバリゴシ
県北農業研究所　　　標）ナンプコムギ
1996～1．2710．070．148，959．680，00，448L845．4
19991，5412、166．652．858，774．80，4975．745．3
0、42　8．4
0，4710．7
23，028，5316551．6
26，133．5341850．1
66．80．112
66．70，124
秋田県農業ネバリゴシ（標肥）1995～
試験場　　　標）あきたっこ（配11999
1，37　9．267．347，758，877．50，4480．145．0
1，46　8，470，034、560．486．90，4781，747，5
．42　7，9
．44　72
22．522、2313250，1
28．323、3240553，3
6 ．90，119
68，30，108
ネバリゴシ（追肥）1997～1259，570，250，761．575、90．5080，542，3
標）あきたっこ（追肥）　1998　1，45　　9，8　70，3　29．3　64．8　84，3　0．50　80．4　46．3
0。46　8．5
，45 。5
22．2 1，629145L2
28，127．8221453．7
66，90，117
67．50．099
山形県立農ネバリゴシ
業試験場　　標）ナンプコムギ
1995～1．33　9．369．650．558，564．90，468L945．1
1919L661LO67．548，858，977．00，4977，846．6
0，43　8，3
0．47　10．0
22，626．1311951．8
25，629，4329049，6
67．20，113
66．90，130
群馬県　　　比）農林61号
北海道　　　参）チホクコムギ
オーストラリア　参）A　SW
1995～L52　9、567，054，457975，30，4480，247、5
1999L34　9，770、657，256．879，30．4881，844、9
　　12110．57L！38．363，48L20．4782．442．8
0．41　8．1
0．44　8．3
0、44　9．5
27．423，2344253，2
26，123．8271954．5
26、331．9254854．6
66、70，098
67，90．095
68、90．101
注． 1）：分析は東北農業試験場麦育種研究室による。
2）：農林61号，チホクコムギ及びASWは，いずれも食糧庁から移管された材料。以下の表19～表21
　　も同じ。
表19青森，岩手，秋田及び山形各県農業試験場の奨励品種決定調査材料における生地物性（ブラベンダー
試験）成績（試験年度平均値）
農試名
または
産地名
品種名　試　　　ファリノグラム
　　　　験　　　　年AbDTS七abWkVVARE　　　　度（％）（min）（min）（B，U．）　（㎡）（B、U、）（㎜）
エキステンソグラム（135分） アミログラム　　食塩水アミログラム
R／EGT
（℃）
MVT　MV　BD　MV　BD
（℃）　（B，U．）（B，U．）（B．U．）（B，U．）
青森県畑作ネバリゴシ　　1996～
園芸試験場　標）キタカミコムギ　1鵬
58．2　2．1　32　76　41　83　354　167
57．6　L5　3．4　76　40　80　376　156
2．1
2．4
58．1
56．7
86．212095611303
86．8　865278　938
661
390
青森県農業ネバリゴシ　　1995～
試験場　　　標）キタカミコムギ　1999
56．8　1．6　1．5　84　38　69　268　191
57．6　1，5　0，9　112　32　68　339　147
L4
2．4
57，3
56．4
85，612135891358
86，6　9092481017
723
4！0
岩手県農業ネバリゴシ
研究センター標）ナンブコムギ
1991～59．0　2．9　3．3　76　46　63　231　193
199962．7　4，1　5、5　67　50　56　193　210
L
1．0
56．7
56．7
85．611595251321
87．1　9123151046
699
441
岩手農研センター　ネバリゴシ
県北農業研究所　　　標）ナンブコムギ
1996～56．9　1．5　1．8　87　37　71　302　181
199958．6　2，7　3．3　79　43　63　214　193
1．7
1，1
57．9
57，3
86．012445731333
87．710463521017
693
409
秋田県農業ネバリゴシ（標肥）1995～
試験場　　　標）あきたっこ（罰1999
57．8　1．4　0．8　104　35　60　250　164
59．8　1．4　1，1　114　31　54　308　131
1．5
2．4
7．5
56．1
85．010905401331
86．8　9822561002
719
363
ネバIlゴシ（追肥）　1997～　57，1　　1．7　　2．2　　　74　　41　　　67　　296　　160
標）あきたっこ（追肥）　1998　62．9　　1．8　　1、7　　104　　35　　　45　　217　　144
L9
1．6
5 ．7
54．4
85．610744901338
86．9　788184　945
733
332
山形県立農ネバリゴシ
業試験場　　標）ナンブコムギ
1995～56．5　2．2　2．5　77　42　77　317　173
199959．6　2．4　3．1　79　43　61　252　176
L9
1，5
57．
57．2
85．812455581335
87、410983571117
702
461
群馬県　　　比濃林61号
北海道　　　参）チホクコムギ
オーストラリア　参）A　SW
1995～57．5　1，6　2．8　79　41　58　275　157
199954、0　1．9　2，1　111　38　72　321　167
　　59．5　6．3　9．2　37　62　112　482　176
1．8
2．0
2．7
56．0
57．3
55．5
86，610513181019
86．0　8562761308
85．710233321240
385
638
557
注． 1）：分析は東北農業試験場麦育種研究室による。
2）1各特性の記号の説明は表7を参照。
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やや高い場所が多かった。アミロース含量は全場所
において各場所の標準品種より低く，「キタカミコ
ムギ」，「あきたっこ」に比べて約5％，「ナンブコ
ムギ」に比べて約3％低かった・60％粉比表面積は
「キタカミコムギ」，「あきたっこ」より大きく，「ナ
ンブコムギ」より小さかった。60％粉の反射率（粉
色）は，青森の2場所ではR455（粉の白さ），
R554（粉の明るさ）ともに「キタカミコムギ」よ
り低かった。また，秋田農試でもR455，R554とも
良粉色の「あきたっこ」より低かった。一方，岩手
の2場所と山形農試の「ナンブコムギ」と比べると，
R455，R554ともに同程度かやや高かった。群馬県
産r農林61号」と比較すると，R455はやや低いが
R554は同程度であった。D455－D554（胚乳色素の
色づき）は黄色味の強い「ナンブコムギ」とそれが
少ない「キタカミコムギ」の中間であった。
　　（2）生地物性試験成績
　「ネバリゴシ」の生地物性試験成績を表19に示し
た。ファリノグラムの吸水率（Ab）は青森2場所
では「キタカミコムギ」と同程度であるが，岩手2
場所と山形農試の「ナンブコムギ」に比べると2～
3％低く，秋田農試の「あきたっこ」より2～5％
低かった・生地の形成時間（DT）と生地の安定度
（Stab）は，青森2場所の「キタカミコムギ」，秋
田農試の「あきたっこ」と同程度であるが，岩手2
場所と山形農試の「ナンブコムギ」よりやや短かっ
た。生地の弱化度（Wk）は「キタカミコムギ」，
「あきたっこ」よりやや小さく，「ナンブコムギ」よ
りやや大きかった。バロリメーター・バリュー
（VV）は「キタカミコムギ」，「あきたっこ」より
やや大きく，「ナンブコムギ」よりやや小さかった。
　エキステンソグラムの面積（A）は全場所とも標
準品種よりやや高く，群馬県産「農林61号」より高
かった。伸張抵抗（R）は青森2場所の「キタカミ
コムギ」よりやや低いが，岩手2場所と山形農試の
「ナンブコムギ」より高かった。形状係数（R／E）
は「キタカミコムギ」より小さいが，「ナンブコム
ギ」より大きかった。
　以上の結果，「ネバリゴシ」は東北4県の場所に
おいては，生地は中力的な傾向を示し，日本式めん
に適した生地物性を持っていると考えられる。
　アミログラムの最高粘度（MV）は各場所とも
1000B。U．以上あり，標準品種の「キタカミコムギ」，
「ナンブコムギ」などより100～300B．U．高かった。
また，ブレークダウン（BD）も標準品種よりかな
り大きかった。低アミロースであるため，食塩水ア
ミログラム（澱粉糊化特性）の最高粘度（MV）は
いずれの場所も1300B．U．台とかなり高く，標準品
種より300～400B．U．高く，ブレークダウン（BD）
も標準品種よりかなり大きかった。以上のことから，
「ネバリゴシ」の糊化特性は日本式めんとして良好
な特性を持っていると考えられる・
　　（3）製めん試験成績
　「ネバリゴシ」の製めん試験成績を表20に示した。
めんの色は秋田農試の標肥栽培を除いて，ほぼ各場
所の標準品種と同等であった。外観は標準品種より
やや優れるか同等であった。食感のかたさは標準品
種よりやや優れた。低アミロースで澱粉糊化特性が
優れるため，粘弾性となめらかさはいずれの場所と
も標準品種より優れ，北海道産「チホクコムギ」，
オーストラリア産「ASW」に比べてもやや優れた。
食味も標準品種より優れた。このため，合計点はい
ずれの場所も標準品種の「キタカミコムギ」，「ナン
ブコムギ」及び「あきたっこ」より安定して高く
（3～9点高い），特に青森農試，岩手県北，山形農
試では約80点の高水準となっている。また，図3に
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標準品種のゆでめん官能評価合計点
図3　青森，岩手，秋田及び山形の各県農業試験場
　　材料のゆでめん官能評価合計点における標準
　　品種と「ネバリゴシ」との関係
　　注、1）：1995～1999年度の奨励品種決定調査の全
　　　　　データを用いた。
　　　　2）：標準品種は青森県が「キタカミコムギ」，
　　　　岩手県と山形県は「ナンブコムギ」，秋田県
　　　　　は「あきたっこ」
　　　　3）：図中の直線より上にある場合は「ネバリ
　　　　　ゴシ」の方が合計点が高いことを示す。
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表20青森，岩手，秋田及び山形各県農試の奨励品種決定調査材料における製めん適性試験成績（試験年度
平均値）
農試名
または
産地名
品種名 試
験　　　色
年
度
ゆでめん官能評価
外観 食感 食味
粘弾性　なめらかさ
（25）　　（15）　　（15）
合計
（20） （15）
かたさ
（10） （100）
青森県畑作ネバIlゴシ　　1996～
園芸試験場　標）キタカミコムギ　1999
13．3
13。7
10．7
10．2
7．9
7．2
20．3
17．5
12．2
10．5
11。7
10．7
75，8
69．8
青森県農業ネバリゴシ　　1995～
試験場　　　標）キタカミコムギ　1999
14．8
14．7
11．8
10，6
7．6
7．2
21．1
17，6
13．2
10．5
12．1
10．6
80。6
71．4
岩手県農業ネバリゴシ
研究センター標〉ナンブコムギ
1997～　　　　14．6
1999　　　14．8
11．0
11．3
7．3
7．1
19．8
16．9
11。9
10。8
11．6
10．8
76．2
71．6
岩手農研センター　ネバリゴシ
県膿業研究所標〉ナガコムギ
1996～　　　　15．5
1999　　　15．7
11．7
11。7
7．5
7．1
21，0
17．5
12．8
10．9
11．7
10．7
80．3
73。5
秋田県農業ネバリゴシ（標肥）1995～
試験場　　　標）あきたっこ（概》1999
13．4
16．3
11．6
11．2
8．0
7。1
20．7
17．6
12．6
10．8
11．7
10．8
77．9
74．1
ネバリゴシ（追肥）　1997～
標）あきたっこ㈹1998
14．1
14．0
11，2
10．1
8．0
6．9
20。9
17．0
12．5
10．2
11．9
10．4
78．5
68．5
山形県立農ネバリゴシ
業試験場　　標〉ナンブコムギ
1995～　　　　14．9
1999　　　　15．5
11．9
11．6
7，7
6．8
21．4
16．8
13。1
10．8
12．0
10．6
80．9
72．3
群馬県　　　比）農林61号
北海道　　　参）チホクコムギ
オーストラリア　参）A　SW
1995～　　14．0
1999　　　14．5
　　　　18．2
10．5
11．1
12，7
7．0
7．6
7．7
17．5
19。6
19．3
10．5
11．8
12．2
10．5
11．2
11．9
70，0
75．6
82．2
注． 1）：分析は東北農業試験場麦育種研究室による。
2）：製めん試験法は表9を参照。官能評価の標準は農林61号（群馬県産）で，合計点は70点とした。
表21．実需者による青森，岩手，秋田及び山形各県農業試験場の奨励品種決定調査材料の製めん試験成績
（試験年度平均値）
農試名
または
産地名
系統名
または
品種名
試験
年度　製めん　生めん　ゆでめん
　　　作業性　　色相　　色相
ゆでめん官能評価
色　　外観 食感 食味　合計
（20）
　　　かたさ粘弾性なめらかさ
（15）　（10）　（25）　（15）　（15）（100）
青森県畑作ネバリゴシ
園芸試験場　標）キタカミコムギ
1998　　良　　普通　少し不良
　　　やや良　かなり良僅かに良
13．3　　　11．2
13，1　　9．7
7．7　　　20．8　　　13．3　　　11．5　　　77．8
7．0　　　17．8　　　10．5　　　10．0　　　68．1
青森県農業ネバリゴシ　　1998～　やや良
試験場　　　標）キタカミコムギ　1999やや不良
少し良　普通
少し良　普通
16．5
15．8
11．9　　　8．2　　　22．2　　　13。9　　　11．2
11．3　　　6．7　　　16．9　　　10．1　　　10。3
83．9
71，0
岩手県農業ネバリゴシ
研究センター標）ナンブコムギ
1999良僅かに良僅かに良
　　　少し良　かなり良僅かに良
16．0　　　11．8
15．7　　　12．0
8．5　　　21．3　　　13．0　　　10．4　　　81．4
6．2　　　13．8　　　　9．0　　　10．0　　　66．7
秋田県農業ネバリゴシ
試験場　　　標）あきたっこ
1998酎僅かに良　少し良　僅かに良
　1999僅かに良僅かに良僅かに良
16．0　　　12．5　　　7．2　　　21．4　　　13．3
17．6　　　12．5　　　7。1　　　16．8　　　10，6
11．1　　　81．3
．5　　　74．9
山形県立農ネバリゴシ
業試験場　　標）ナンブコムギ
1999　僅かに良僅かに良僅かに良
　　　普通　　少し良　　少し良
15．7　　　12．3
18．3　　　12．8
6．7　　　22．1　　　13。0　　　10．3　　　80。1
6．7　　　15．4　　　10．0　　　10．3　　　73．5
群馬県　　　比）農林61号
オーストラリア　参）A　SW
1998～1999　普通　　　普通　　　普通
1999　少し良　かなり良かなり良
14、0　　　10．5　　　7．0　　　17．5　　　10．5
20．0　　　13．8　　　7。5　　　18．8　　　12．3
　　　70．0
9．8　　82．2
注． 1）：製粉は東北農業試験場麦育種研究室，製めん試験は東北製粉協同組合で実施した。
2）：製めん試験法は食糧庁による方法で，ゆで時間は20分とした。パネラー数は8～10名。官能評価
　　の標準は農林61号（群馬県産）で，合計点70点とした。
18 東北農業研究センター研究報告　第100号（2002）
示すように，合計点が標準品種を下回った事例は1
例しかなく，製めん性は安定して高い水準にあった。
なお，合計点は全場所とも北海道産「チホクコムギ」
より高いものの，色と外観が特に優れるオーストラ
リア産「ASW」を越えるまでは至っていない・し
かし，日本品種の中で実需者による製めん適性の評
価が高い北海道産「チホクコムギ」に比べて，安定
してやや優れた製めん適性を示したことから，東北
4県で栽培された「ネバリゴシ」は，日本品種の中
でトップクラスの製めん適性を持っているのではな
いかと考えられる。また，「ネバリゴシ」は各県の
標準品種より合計点が3～9点高かったため，「研
究・技術開発戦略」の1期の達成目標（製めん評点
を現状より3点向上）はほぼ達成できたと考えられ
る。
　　2）実需者による品質評価
　東北製粉協同組合による，東北農試の製粉材料を
用いた「ネバリゴシ」の製めん試験成績を表21に示
した・製めん作業性は，秋田農試を除いて，各場所
の標準品種よりやや優れた。生めん色相は各標準品
種よりやや劣る場所が多いが，ゆでめん色相は青森
畑園試を除いてほぼ各標準品種と同等であった。ゆ
でめん官能評価では，色は青森2場所と岩手農研セ
ではわずかに各標準品種を上回ったが，秋田農試と
山形農試ではやや劣った。外観は青森2場所ではや
や優れたが，他の場所では各標準品種と同等であっ
た。かたさは青森2場所と岩手農研セでは各標準品
種より優れ，他の場所も各標準品種と同程度であっ
た・粘弾性となめらかさは，育成地の結果と同様に
各標準品種より明らかに優れ，「ASW」に比べても
優れた。食味も各標準品種よりやや優れた。以上の
ことから，合計点はいずれの場所でも標準品種を7
～15点上回り，青森畑園試を除いて80点以上の高水
準にあった。
　次に，青森，岩手及び秋田各県の現地及び農試産
の「ネバリゴシ」を用いたビューラーテストミルに
よる製粉試験及び品質試験結果を表22に，製めん試
験成績を表23に示した。
　原粒灰分含量は群馬県産「農林61号」，岩手県産
「ナンブコムギ」より低い場所が多かった。原粒蛋
白含量は場所によるばらっきがやや大きく，青森県
より岩手県の現地の方がやや高い傾向にあるが，
9．5～10．5％の適正値に入る場所が多かった。製粉
歩留は概ね「ナンブコムギ」と同程度と考えられる。
60％粉灰分含量は0．4％以下の場所が多く，低い水
準にあった。60％粉蛋白含量は「ナンブコムギ」よ
り低いが，「農林61号」より高い傾向にあった。白
度は場所による差は小さく，「ナンブコムギ」と同
程度であった。アミログラム最高粘度は「農林61号」，
「ナンブコムギ」より高い傾向にあった。
　製めん性のゆでめん官能評価は粘弾性，なめらか
さが優れ，かたさ，食味もやや優れる傾向にあった
ため，合計点は全場所で「農林61号」，「ナンブコム
ギ」を上回った・現地では岩手県軽米町，玉山村及
び紫波町において優れた製めん性を示した。
　1999～2000年産の青森，岩手及び秋田各県の現地
産「ネバリゴシ」を製粉工場において一般製粉（工
場における通常の製粉）した。その小麦粉の品質及
び製めん試験成績を表24に示した。60％粉灰分含量
は0．4％前後と，「農林61号」，「ナンブコムギ」と同
程度であった。60％粉蛋白含量は「ナンブコムギ」
より低いものの，「農林61号」より高かった。白度
は「ナンブコムギ」よりわずかに高かった。アミロ
グラム最高粘度は600B．U．以上あり適正であった。
ゆでめん官能評価は標準の「農林61号」，「ナンブコ
ムギ」に比べて，色・外観がやや優れ，かたさ，粘
弾性，なめらかさが優れ，合計点が高かった。特に，
1999年産青森＋秋田県現地（両県材料のブレンド）
及び岩手県現地，2000年産青森県現地の各材料は製
めん性が優れた。
　　3）食品総合研究所における製めん試験成績
　表25に，食品総合研究所穀類利用研究室で行われ
た「ネバリゴシ」の製めん試験成績を示した。材料
は青森農試と青森畑園試のものであるが，両場所と
も標準品種の「キタカミコムギ」に比較して，めん
の外観，粘弾性，なめらかさ及び食味が優れ，合計
点が優れた。
皿採用理由
　1999年から麦の民間流通が始まり，高品質で早生・
多収の新品種育成への要望が強い状況の中で，2000
年に当初は青森県だけが奨励品種採用に向けて進ん
でいたが，2000年7月に秋田県も加わり，育成地で
はこれを受けて2000年9月以降品種登録の手続きを
行ってきた。2001年1月までに青森県と秋田県の奨
励品種採用が決定し，2001年2月に「ネバリゴシ」
と命名された直後，相次いで岩手，山形の両県でも
奨励品種採用が決定された。2001年3月には，青森，
吉川ほか：高製めん適正，早生・多収の小麦新品種「ネバリゴシ」の育成 19
表22実需者による青森，岩手，秋田各県の現地及び農試産材料のビューラーテストミル製粉試験及び品質
試験成績（年産平均値）
現地名　　品種名　　年産　　　　原粒　　　　製粉　BM率　セモリナセモIlナ　60％粉　　白度アミログラム
または　　　　　　　　　　リットル重灰分　蛋白　歩留　　　　生成率粉砕率　灰分　蛋白　　　　最高
農試名　　　　　　　　　　　　　　含量　含量　　　　　　　　　　　　　含量　含量　　　　粘度
　　　　　　　　　　　　　（9）　　（％）　　（％）　　（％）　　（％）　　（％）　　（％）　　（％）　　（％）　　　　　　（B．U，）
青森県五所川原市　　　ネバリゴシ
青森県木造町　　　　　ネバリゴシ
青森県十和田市　　　　ネバリゴシ
青森県畑作園芸試験場　ネバリゴシ
1999～2000　　807　　　1．36　　　9．3　　63．3
　2000　　　　816　　　1．28　　　8．5　　66．7
　2000　　　　806　　　1．52　　　　9．3　　　66．7
　2000　　　　797　　　1．39　　　　9．8　　　72．1
66．5　　　44．9　　　84．7　　　0．38　　　　7．9
63．2　　　46．1　　　88．6　　　0．38　　　　7．2
53．9　　　49．1　　　88．3　　　0．38　　　　7．5
58．7　　　52．5　　　86．5　　　0．44　　　　8．6
89 6　　　1256
89 0　　　1340
89 7　1218
89 3　　939
岩手県軽米町
岩手県玉山村
岩手県紫波町
岩手県紫波町
岩手県花巻市
岩手県藤沢町
岩手県農業研究センターネバリゴシ
ネバリゴシ　　2000　781　L34
ネバリゴシ　1999～2000807　1．48
ネバリゴシ　　2000　816　L45
ナンブコムギ　　　　2000　　　820　　1，60
ネバリゴシ　　2000　820　1．60
ネバ弼シ　1999～2000738　1．53
　　　　　2000　　　　840　　　1，38
8。8　　65．7　　　93。1
10．1　　63．6　　　68。4
9．8　　65．8　　60．7
12．2　　　63．1　　　78．4
10．9　　64。6　　65．7
9．6　　63．1　　83．2
10，5　　65．9　　　51．1
39．0　　　87．1　　　0．34　　　　7．1　　　89，6
44．5　　　85．0　　　0．37　　　　8．4　　　89，4
4 ．2　　　86．7　　　0．38　　　　8．2　　　88．8
1．1　　67．5　　　0，41　　　10．1　　89．3
45．0　　　86．6　　　0。43　　　　9．5　　　89．3
40．4　　　85．1　　　0．36　　　　7．6　　　89．3
50，8　　　85，9　　　0。32　　　8．6　　88．9
1268
1151
1066
9 0
1188
778
1210
秋田県大鮒 ネバリゴシ　　　　1999～2000　　828　　　1．70　　　10．6　　　64．7　　　81，1　　　42．2　　　84．8　　　0．37　　　　8．！　　　89．3　　　　870
群馬県
岩手県
オーストラリア
標）農林61号　　　　1999　　　775　　1．6！　　　9．7　　60．4　　84，8　　41．0　　79．7　　0．38　　　7．1　　90．4　　　983
標）ナンブコムギ　　　2000　　　806　　　！，59　　12．3　　66．6　　64．6　　45．7　　88．6　　0．37　　10．8　　88．9　　　860
参）A　SW　　　　　2000　　　833　　1．26　　10，7　　70．4　　40，4　　57．3　　87．4　　0．42　　　9．2　　89．3　　　939
注．1）：東北製粉協同組合における試験結果。
　　2）：白度は測色色差計で測定し，数値が大きいほど，白度が高い。
表23実需者による青森，岩手，秋田各県の現地及び農試産材料の製めん試験成績（年産平均値）
現地名　　品種名　　年産
または　　　　　　　　　　　色　　　外観
農試名
　　　　　　　　　　　　　　（20）　　（15）
　　ゆでめん官能評価
　　　　　食感　　　　　　　食味　　合計
かたさ　粘弾性　なめらかさ
（10）　　（25）　　（15）　　（15）　（100）
青森県五所川原市　　　ネバリゴシ
青森県木造町　　　　　ネバリゴシ
青森県十和田市　　　　ネバリゴシ
青森県畑作園芸試験場　ネバリゴシ
1999～2000　10．0
　2000　　　　　12．0
　2000　　10．0
　2000　　10．0
1 ．5
9。0
9．0
10．5
8．0
8。0
6．0
8．0
20。0
22．5
22．5
20．0
12．0
13．5
12．0
13，5
9．8
12．0
12．0
10．5
70．3
77．0
71．5
72。5
岩手県軽米町
岩手鮭山村
岩手県紫波町
岩手県紫波町
岩手県花巻市
岩手鞭沢町
ネバリゴシ
ネバリゴシ
ネバ1げシ
ナンブコムギ
ネバリゴシ
ネ刈ゴシ
岩手県農業研究センターネバリゴシ
　2000
1999～2000
　2000
　2000
　2000
1999～2000
　2000
16．0
15．0
16．0
14．0
12．0
12．0
14。0
12．0
11．3
10。5
10．5
10．5
10．5
10．5
6．0
7．5
8．0
7．0
8．0
7．5
8。0
20．0
22．5
22．5
20．0
20．5
21。3
20．0
13．5
12．0
12．0
10．5
12．0
12．0
10．5
12．0
『12．0
10。5
10．5
10，5
1L3
10．5
79．5
80，3
79．5
72．5
73。5
74．5
73．5
秋田県大鮒 ネバリゴシ　　　1999～2000　　　12．0　　　　　10．5　　　　　6．5　　　　　20．0　　　　　11．3　　　　　11．3　　　　　71．5
簾県
岩手県
オーストラリア
標）農林61号　　　　　1999　　　　　14．0　　　　　1（｝、5　　　　　7．0　　　　　17．5　　　　　10．5　　　　　10．5　　　　　70．0
標）ナンブコムギ　　　2000　　　　　14．0　　　　　10．5　　　　　7．0　　　　　17．5　　　　　10．5　　　　　10．5　　　　　70．0
参）A　SW　　　　　2000　　　　　18。0　　　　　13．5　　　　　7．0　　　　　20．5　　　　　12．0　　　　　10．5　　　　　81．5
注．1）：東北製粉協同組合における試験結果。製めん試験と官能試験は食糧庁の方法に準じた。
　　2）：官能評価の標準は1998年度が群馬県産農林61号，1999年度が岩手県産ナンブコムギで，合計点を
　　　　70点とした。
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表24　実需者による青森，岩手，秋田各県現地産材料の一般製粉の小麦粉品質及び製めん試験成績
産地名　品種名 製粉年産　　60％粉
方法　　灰分蛋白
　　　　含量含量
　　　　（％）（％）
白度アミログラム
　　最高
　　粘度
ゆでめん官能評価
　　色　外観　　　　食感　　　　食味合計
　　　　　　かたさ　粘弾性なめらかさ
（B．U．）　（20）　（15）　（10）　（25）　（15）　（15）　（100）
青森＋秋田県現地ネバリゴシ
青森県現地
岩手県現地
岩手県現地
岩手県現地
秋田県現地
群馬県
岩手県
ネバリゴシ
ネバリゴシ
ナンブコムギ
ネバリゴシ
ネバリゴシ
蘭農林61号
一般製粉　1999　0．36　　8．4　89，8
一般製粉　2000　0。41　　8，3　　89．7
一般製粉　1999　0．35　　8．1　90．0
一般製粉　1999　0．47　　10．4　　89．3
一般製粉　2000　0．41　　9．5　90。3
一般製粉　2000　0．41　　9．3　　89。8
テストミル　1999　　0．38　　　7．1　　90．4
標）ナンブコムギテストミル　2000　　0．37　　10．8　　88．9
660　　16．0　　12．0　　8．0　　20．0
40　　16．0　　12．0　　　8．0　　　22．5
785　　16．0　　12．0　　　8．0　　　20．0
845　　14．0　　12．0　　　6．0　　　15．0
2　　12．0　　10．5　　8．0　　20．0
1042　　16．0　　12．0　　8．0　　20．0
983　　14．0　　10．5　　7．0　　17．5
60　　14．0　　10．5　　7．0　　17．5
13．5　　10．5　　80．0
13．5　　12．0　　84．0
1 ．0　　12．0　　80，0
10．5　　10．5　　68。0
10．5　　10，5　　71。5
13．5　　　9．0　　78．5
10．5　　10．5　　70．0
10．5　　10．5　　70．0
注．1）：東北製粉協同組合における試験結果。
　2）：産地名の青森＋秋田県現地は，両県の材料をブレンドしたことを表す。
　3）：一般製粉とは製粉工場における通常の製粉を表し，原麦1t以上を製粉。標準の農林61号とナン
　　　ブコムギはビューラーテストミルで製粉した60％粉を使用。
　4）：官能評価の標準は1999年産が農林61号，2000年産がナンブコムギで，合計点を70点とした・パネ
　　　ラー数は8～10名である。
表25　食品総合研究所穀類利用研究室における青森県2場所の材料の製めん試験成績
農試名 品種名 色　　外観 食感 食味　合計
（20）　（15）
かたさ　粘弾性　なめらかさ
（10）　（25）　（15）　（15）　（100）
青森県農業
試験場
ネバリゴシ
標）キタカミコムギ
14．0
14．0
11．4＊
10。5
7．3　　　　18．9　　　　11。8＊＊　　　11。1＊　　　74。5＊
7．0　　　　17．5　　　　　10．5　　　　　10．5　　　　70．0
青森県畑作
園芸試験場
ネバリゴシ
標）キタカミコムギ
14。6
14．0
1L6＊＊
10．5
7．7宰＊　　19．5＊＊　　　12．1ネ＊　　　11．5＊＊　　　77，1＊＊
7．0　　　　17．5　　　　10．5　　　　10．5　　　　70．0
注．1）：試験方法は食糧庁の方法1o）に従った。
　2）：標準品種は各場所のキタカミコムギで，合計点を70点とした・パネラー数は21名（男9名，女12
　　名）である。
　3）：＊＊，＊はそれぞれ危険率1％及び5％でキタカミコムギと有意差あり。
岩手，秋田及び山形の4県で奨励品種となった・こ
のように，「ネバリゴシ」は青森県と秋田県で最初
に奨励品種に採用されたため，これら2県の採用理
由を以下に記す。
　1．青森県
水田農業活性化対策及び麦の民間流通移行に伴い，
麦作付面積の確保と高品質麦の生産拡大を図るため
に，実需者の二一ズにあった需要度のより高い優良
品種の作付を推進する事が重要となっている。
青森県の小麦基幹品種である「キタカミコムギ」
は多収・良質品種であるため，約20年にわたって県
内一円で作付され，本県の小麦作に大きく貢献して
きた。1989年産には最大の5，750ha作付され，2000
年産においても1，700ha作付されている。しかし，
最近になって，越冬性が不安定で倒伏しやすいこと
と，成熟期が遅いため梅雨末期の大雨による穂発芽
や黒かび粒の発生が多いことが問題となっている・
また，低蛋白であるため，実需者による菓子用とし
ての一定の二一ズはあるものの，めん用としての二一
ズは低くなっている。このため，今後麦作振興を図
る上で，実需者二一ズにあった品質（やや高蛋白，
低アミロース）と高製めん適性を有し，栽培特性も
耐寒雪性が強く，短強桿，早生・安定多収，良質の
新品種の採用が不可欠である。「ネバリゴシ」はこ
のような栽培及び品質特性を有しているため，奨励
品種として採用し，基幹品種として普及を図ってい
く。
普及見込み地帯は重点振興地域として北地域，西
地域及び中南地域地域の15市町村，準振興地域とし
て上北三八地域の5市町で，2，000haの普及を見込
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図4　青森県の各農業試験場及び青森県現地におけ　　図5
　　　る「ネバリゴシ」の収量対標準品種比
　　　注．1）：年度の右の数字は標準品種「キタカミコ
　　　　　ムギ」に対する収量比（％）
　　　　2）：図の斜線の部分は普及見込み地帯
秋田県農業試験場及び秋田県現地における
「ネバリゴシ」の収量対標準品種比
注，1）：年度の右の数字は標準品種「あきたっこ」
　　に対する収量比（％）
　2）；図の斜線の部分は普及見込み地帯
表26　採用県を除くその他の県農業試験場における奨励品種決定調査成績麦の種類
試験場所　系統名　　試
　　　　　　　　　験　　　　　品種名　　年
　　　　　　　　　　度
出成桿穂穂倒穂熟長長数伏期期　　　　　程　　　　　　　　度
σヨ日X月日）（㎝）　（㎝）（本／㎡1
赤
さ
び
病
つ　赤縞雪雪寒どか萎腐害害んこ　び縮病病病病
萎藁罧擁品質害重琵九重概等　　　率重　　評級
　（㎏／a）（％）（9）（9）
宮城県農業セ　ネバリゴシ
ンター　　　　標）シラネコムギ
1995～5．12628
19975．086．27
93 ．68663，0
949，07243．0
1，01，02，00，0
1．5L52，00，0
46，37876228，64．3
57．71007953423，7
福島県農業試ネバリゴシ
験場　　　　　標）トヨホコムギ
！995～5．12620
19975，076，23
879、45461．7
878，55640，7
0，0L70、00．00、00、00、0
0，00、7　0，0　0，00，0　0、0　0，0
60、29877134，45．0
0， 61，110078837，84，0
福島農試　　　　ネバリゴシ
会津支場　　　標）しゅんよう
玉995～5，136，21
19975，10623
888，13240，3
858．53530，0
0，30．00，30，00。31、0
0．80，00，30，01，01，5
0， 34，89580538．92，5
1．036，810079842，02，3
福島農試　　　　ネバリゴシ
相場支場　　　標）トヨホコムギ
1995～5．126．29
19965．056．24
87 ．36471，5
879．16501．5
0，00，00．0
0．00、0　0．0
56、910483034．32、5
54，610083934，73．0
新潟県農業総ネバリゴシ
合研究所　　　標）コユキコムギ
1996～5．076，16
19985，09620
868，44240．0
877，64030，0
0、3
0，3
1，0
1，0
44．79679635，12，5
46，810081140．33，3
石川県農業総ネバリゴシ
合試験場　　　標）ナンブコムギ
1996～4，296．10
19984，256．10
849．54751，3
9010，1408L3
0，00．00，00，0
．00，00．00．0
47，310179036，42．7
46，310080444．42，7
福井県農業試ネバリゴシ　　　　1996
験場　　　　　標）ナンブコムギ
4．306．17949，05333．0
4、276、161001L23835、0
0、00．0　0，0　0．0　0，0　0．0
0、0　0．0　0，0　0、0　0．0　0、0
52、212680133．04，0
41，310079439，94，0
岐阜県高冷地ネバリゴシ　　　1996～　5，086，17
農業試験場　　標）キタカミコムギ　　1997　5，126，24
7 　873580，0
87　892520．0
0．0　0，0　0．0　0，0　0．0
0，00，00，00．00，0
39．810981635、54．32，0
36，410080640，83，5一
注． 1）1倒伏程度，病害程度，諸障害程度　0
2）：品質概評　1：上の上，2：上の下，
：無，1：微，2
3　中の上，4：
：少，3：
中の中，5
中，4：多，5：甚
　中の下，6：下
んでいる（図4）。
　2．秋田県
　秋田県の小麦の作付け面積は，1984年産の7，730
haをピークに減少を続け，最近では1993年産の425
haを境に激減し，1999年産はわずか95haに過ぎな
い。現在残っている産地は大潟村のみで，ここでは
「水稲一麦一大豆」の2年3作体系が確立しており，
麦作は水田の畑地化促進による後作大豆の生産安定
に大きく貢献している。しかし，小麦作の衰退とと
もにロットの規模，品質の低下が顕著となりこれら
諸要因が悪循環となって麦作拡大の障害となってい
る。1993年に多収良質の「あきたっこ」が奨励品種
となり，それまでの「キタカミコムギ」に置き換わっ
たが，作付け拡大までには至らなかった。「あきたっ
こ」は耐雪性が強く多収であるが，やや晩生で赤さ
び病に弱くて穂発芽しやすく，また低蛋白で実需者
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表27　採用県を除くその他の県農業試験場の奨励品種決定調査材料における製粉及び品質試験成績
農試名品種名
または
産地名
試原粒製Bセセスミ灰　　60％粉
　（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）　（％）（％）（％）（％）（ml）（㎡／9〉（％）（％）
宮城県農業セネバリゴシ　　　　1995～　1，48　8，5　65，0　49．8　53．3　81．5　0，43　78，5　45，9　0．42　8，7　22，4　29，6　－　　50，5　65．8　0．115
ンター　　　　標）シラネコムギ　　　1996　1，69　　－　64，2　44．6　55．3　80．3　0，51　73，8　44．9　0，50　11．4　27．7　39，3　－　　53，4　66，4　0．094
福島県農業試ネバリゴシ　　　1995～　L61　11，4　66．6　40．7　58．2　81，4　0，45　79．1　47，9　0，44　9．7　21．8　32．7　－　5L5　66．80，114
験場　　　　　標）トヨホコムギ　　　1996　1．52　！2，4　63．5　41，6　56，8　79，0　0，42　77．8　46．1　0，40　9．9　27．8　35．7　－　　53．1　66，9　0，100
福島農試　　　　ネバリゴシ
会津支場　　　標）しゅんよう
！995～1．46　8．968．748，157，379，40，448L643．20，39　7．722．623．4252853．468，70，110
19971，53　8．870．457，855，081，40，4483．449、00．42　7．527．414．3305651。869，00．125
新潟県農業総ネバリゴシ　　　1996～　1．24　9．9　69，5　49，2　60，9　76、9　0．48　80．7　42、3　0．45　8，5　22，6　30．4　2650　52，3　67，40．110
合研究所　　　標）コユキコムギ　　　1998　1．32　10，9　72．8　27．0　64，2　89．2　0．49　83，3　45，3　0．47　9，6　27，7　32，8　1639　55，7　68，8　0，092
石川県農業総ネバリゴシ　　　　1996　1．37　　－　67，9　42，4　56．7　84．1　0．43　81，6　46，8　0．41　7，8　22，5　30，4　－　53，0　69，40．117
合試験場　　　標）ナンブコムギ　　　　　　1．54　　－　66、0　44．7　56．5　80．6　0。45　78，7　46．8　0．43　9，1　26，6　28，5　－　　50，1　67．2　0．128
群馬県　　　　農林61号
北海道　　　　チホクコムギ
オーストラリア　ASW
1995～L50　9、167，154．257．276．30，4380，547．40，40　7．927．022，3328853．767．40，099
19981．34　9，770，657．256．879．30，488L844，90，44　8．326．123．8271954。567．90、095
　1．2210．470．638，562，981，30，4782，343，00．44　9．425．832．6226254，969、40．102
注1）：分析は東北農業試験場麦育種研究室による。品質検定法は表6を参照。
　2）：農林61号，チホクコムギ及びASWは，いずれも食糧庁から移管された材料（表28，表29も同じ）。
表28　採用県を除くその他の県農業試験場の奨励品種決定調査材料における生地物性（ブラベンダー試験）成績
農試名品種名
または
産地名
試
験
年
ファリノグラム　　　ェキステンソグラム（135分）　　アミログラム　　食塩水アミログラム
　Ab　DT　Stab　Wk　VV
度（％）（min）（min）（B．U．）
A　 R　　E　R／E　GT　MVT　MV　BD　MV　BD
（c㎡）（B，U，）（mm）　　　　（℃）　（℃）（B，U．）（B，U，）（B，U，）（B．U，）
宮城県農業セネバリゴシ　　　　1995～　　59、4　　3．2　　4，9　　76　　45
ンター　　　　標）シラネコムギ　　　1996　64．2　10，9　15，5　　20　　75
55．5　85、51112　481　1435　762
55．587，8　987235　1058　394
福島県農業試ネバリゴシ　　　1995～　58，6　　4，5　　5．4　　59　　53
験場　　　　　標）トヨホコムギ　　　1996　59．7　　1、9　　3．2　　78　　41
71 248　203　1，2　56，585．11197555　1362　737
61　243　182　1，3　56，685．9　941285　1043　382
福島農試　　　　ネバリゴシ
会津支場　　　標）しゅんよう
1995～55、3
199756，2
1，3　2，5　94　35
1，2　1，5　85　36
70　276　182　L6　57、185．5　1291　628　1333　710
7　149　173　0．9　54、886．81146　294　1130　430
新潟県農業総ネバリゴシ　　　1996～　56，7
合研究所　　　標）コユキコムギ　　　1998　64．3
L4　4、1　83　38
4．7　7，1　43　56
9 　369　184　2．0　55，884，81219　614　1286　690
64　303　152　4，0　54．687．01015　229　1109　396
石川県農業総ネバリゴシ　　　　1996　　56．2
合試験場　　　標）ナンブコムギ　　　　　　58，6
1。7　6．0　90　36
2．7　3．9　80　41
78　362　177　2、1　56，288．11168401　1332　687
8　195　170　1．1　55，587，0　940250　1050　415
群馬県　　　　農林61号
北海道　　　　チホクコムギ
オーストラIlア　ASW
1995～57，4
199854，0
　60，3
1、5　2．3　80　40　59　288　152　2．0　55．586，41099　328　1030　403
1，9　2，1111　38　72　321　167　2．0　57．386、0　856276　1308　638
6，810．5　28　65　117　503　176　2、9　55、085．510403421241565
注分析は東北農業試験場麦育種研究室による。各特性の測定法及び記号の説明は表7を参照。
の評価が低い・このため，生産現場からは「水稲一
麦一大豆」の作付体系上有利な早生性を有し，難穂
発芽性で赤さび病抵抗性の良質品種に対する要望が
高まっている。
一方，小麦の民間流通を控え，実需者二一ズを踏
まえた高品質小麦を生産しなければならない状況に
あり，この条件を満たす新品種で大幅に生産拡大を
図らねば，秋田県の小麦作の生き残りはあり得ない。
「ネバリゴシ」は，栽培及び品質特性は明らかに従
来の品種より優れている。特に，成熟期が「ナンブ
コムギ」並に早いため，「水稲一麦一大豆」の作付
体系に組み込みやすく，難穂発芽性，赤さび病抵抗
性で短強桿，多収，良質である。また，低アミロー
スで蛋白含量がやや高く製めん適性が良好であるた
め，実需者二一ズに応えられる品質特性をもち，地
域特産物としての新たな製品開発も期待できる。
普及見込み地帯は県内全域で，150haの普及を見
込んでいる（図5）。
吉川ほか：高製めん適正，早生・多収の小麦新品種「ネバリゴシ」の育成 23
表29採用県を除くその他の県農業試験場の奨励品種決定調査材料における製めん適性試験成績
農試名　　　品種名　　試験年度
または　　　　　　　　　　　　色　　　外観
産地名
ゆでめん官能評価
食感 食味　　合計
（20）　（15）
かたさ　粘弾性　なめらかさ
（10）　（25）　（15）　（15）　（100）
宮城県農業ネバリゴシ　　1995～　　14。1　　11．2
センター　　標）シラネコムギ　　1996　　11．8　　　10．4
7．3　　　　　20．6　　　　12．1　　　　11．3　　　　76．0
6．2　　　　　14．5　　　　　9．9　　　　10．5　　　　63．0
福島県農業ネバリゴシ　　1995～　　14．4　　11．7
試験場　　　標）トヨホコムギ　　1996　13．3　　10．8
7．6　　　　　20．7　　　　12．3　　　　11．3　　　　77．7
7．1　　　　　18．0　　　　10．7　　　　10．7　　　　70．4
福島農試　　ネバリゴシ　　1995～　　15．6　　11．3
会津支場　　標）しゅんよう　　1997　18．0　　1L1
7．4　　　　　20．7　　　　13．1　　　　11．5　　　　73．3
7．5　　　　　18．2　　　　11．5　　　　11．1　　　　77．6
新潟県農業ネバリゴシ　　1996～　　13．7　　12．1
総合研究所標）コユキコムギ　　1998　16．4　　10．8
7．7　　　　20．9　　　　12．5　　　　11．5　　　　78。4
7．2　　　　　16．9　　　　10．2　　　　10．7　　　　72．2
石川県農業ネバリゴシ　　　1996　　14．6　　11．5
総合試験場標）ナンブコムギ　　　　　　13．1　　10．4
7．1　　　　　19．8　　　　12．9　　　　11．4　　　　76．7
7．1　　　　　17．1　　　　　11．0　　　　　10．8　　　　　68．9
群馬県　　　農林61号　　　　1995～　　14．0　　10。5
北海道　　　チホクコムギ　　　1998　　14．5　　11．1
オーストラリア　ASW　　　　　　　　　　17．9　　　12．6
7，0　　　　　17．5　　　　10．5　　　　10．5　　　　70．0
7．6　　　　　19．6　　　　11．8　　　　11．2　　　　75．6
7．7　　　　　19．1　　　　12．1　　　　11．9　　　　81．6
注．分析は東北農業試験場麦育種研究室による。製めん試験法は表9を参照。
「咀　その他の配付先における試験成績
　奨励品種決定調査（表26）においては，「ネバリ
ゴシ」は各場所の標準品種に比較して，出穂期はや
や遅い場所が多かった。成熟期は同程度かやや早かっ
た。桿長は同程度かやや短く，穂数は同程度かやや
多かった。耐倒伏性は同程度の場所が多かった。子
実重は福島農試会津支場，石川県農業総合試験場，
福井県農業試験場及び岐阜県高冷地農業試験場では
多収であるが，その他の場所はやや低収であった。
外観品質は同程度である場所が多かった。
　製粉，品質及び生地物性試験（表27～28）では，
「ネバリゴシ」は各場所の標準品種に比較して，福
島県農業試験場を除いて，原粒灰分含量は低く60％
灰分含量も低かった。製粉歩留，ミリングスコアは
福島農試会津支場，新潟県農業総合研究所（新潟農
総研）を除いた場所で高かった。60％粉蛋白含量は
低い場所が多かった。アミ白一ス含量は全場所で標
準品種より4～6％低かった。反射率のR554（粉
の明るさ）は標準品種並であった。エキステンソグ
ラムの面積（A）は大きく，伸長抵抗（R）も大き
いため，生地物性は中力的傾向にあった。アミログ
ラムの最高粘度（MV）は高く，ブレークダウン
（BD）も大きかった。また，食塩水アミログラム
（澱粉糊化特性）の最高粘度（MV）が高く，ブレー
クダウン（BD）が大きかった。
　製めん試験（表29）においては，「ネバリゴシ」
は各場所の標準品種に比較して，めん色は福島農試
会津支場，新潟農総研を除いた場所で優れた。めん
の外観，かたさは各場所ともやや優れた。めんの粘
弾性となめらかさは優れていた。食味もやや優れて
いた。このため，合計点はは安定して高かった。以
上のことから，採用県成績も含めて，製めん適性に
関しては総じて広域適応性があると考えられる（吉
川ら1997）。
IX　栽培適地と栽培上の注意
　寒冷地である東北・北陸地域の根雪日数110日以
下の平坦地に適応する。
　栽培上の注意としては，（1）うどんこ病にやや弱い
ので，赤かび病の防除を兼ねて開花期頃に薬剤防除
を行う。出穂期前の早期にうどんこ病が発生した場
合にも，同様に防除を行う。（2）倒伏にやや強いもの
の，極端な多肥栽培は避ける。また，水田転作では
蛋白含量が低くなりやすいので，蛋白含量の向上を
図るため，融雪期と減数分裂期の2時期に適量の追
肥を行う（吉川2001）。
X　命名の由来
低アミロースでゆでめんの粘弾性，こしが優れる
ことによる。また，東北人の粘り強いことにも因む。
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XIおわりに
1960年頃までは東北の小麦・大麦あわせた麦作面
積は10万胎以上維持されてきたが，2001年産は約
1万haしかない。しかし，この6年で麦作面積は
約2倍に増えた。転作強化の中，今後も水田転作麦
から脱却して本作化麦として，確実に定着していく
であろう。今回育成した小麦新品種「ネバリゴシ」
が，この麦の本作化に少しでも貢献し，生産者，実
需者及び消費者から愛される品種に育っていくこと
を願っている。また，東北の大地にしっかり根付い
て，「ねばり強く」栽培されることを期待している。
　「ネバリゴシ」の用途はうどん，そうめんなどの
日本式めんが主体であるが，パンやお好み焼・たこ
焼き，ひっっみなどにも適しており，従来の品種よ
り用途が広い。また，澱粉，グルテンの特性は「キ
タカミコムギ」，「ナンブコムギ」と異なるので，こ
れらの特性を生かした地域特産物となるような新た
な商品開発も期待できる。
今後の育種上の課題としては，栽培特性の面では，
「ネバリゴシ」はうどんこ病にやや弱く，やや小粒
であるので，うどんこ病抵抗性と粒大の改良が必要
付表1　「ネバリゴシ」の配布先における概評一覧
農試名 試験年度 標準品種
1995　　　　　　1996　　　　　　1997　　　　　　1998　　　　　　1999
青森県農業試験場
青森県畑作園芸試験場
岩手県農業研究センター
岩手県農研センター県北農業研究所
岩手県農業試験場県南分場
宮城県農業センター
秋田県農業試験場
山形県立農業試験場
福島県農業試験場
福島農試会津支場
福島農試相馬支場
新潟県農業総合研究所
石川県農業総合試験場
福井県農業試験場
岐阜県高冷地農業試験場
　　　△86　　　0131
△　117　　　　0　139
△　176　　　　△　104
△128　　　一
×84　’×54
△115　0130
△132　△100
△99　△117
△105　△111
△116　×92
　一　△94　一　△107
　一　 ×126
　一　 △101
0107
◎1180105
0159
×99108
102
×78
△97
△89
△81
×116
0110
0113
0121
0132
0920113
×70
0106
△116
◎144　キタカミコムギ
◎115　キタカミコムギ
0113　ナンブコムギ
◎112　ナンブコムギ，コユキコムギ
　ーナンブコムギ
　ー　　シラネコムギ，フクホコムギ
◎105　あきたっこ
◎105　ナンブコムギ
　ー　トヨホコムギ
　ー　　ワカマツコムギ，しゅんよう
　一　トヨホコムギ
　ーコユキコムギ
　　ナンブコムギ
　ーナンブコムギ
　ー　キタカミコムギ
注．概評は，◎：極有望，O：有望，△：再検討，×：打ち切り，数字は標準品種に対する収量指数（％）
付表2　「ネバリゴシ」の育成者と関係した育成世代
年度　1987198819891990199119921993199419951996199719981999世代　 交配FI　F2F3，DHIDH2DH3DH4DH5DH6DH7DH8DH9DH10試験名　　交配 F1　集団養成半数体倍加　系統
養成　個体選抜系統育成　　養成
系統系適
選抜
特検　　生検　　生検　　生検　　生検　　生検
系適　　（奨決）　（奨決）　（奨決）　（奨決）　（奨決）
氏名
吉川　 亮中村和弘伊藤美環子
星野次注田野崎眞吾
谷口義則佐藤暁子伊藤誠治八田浩一中村　 洋
OOO
O
O
O OO
O
○O
O－O
O O
O－O
O
注．上記の他に，企画連絡室業務第1科職員が技官として圃場管理及び品質試験に従事した。
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である。また，成熟期はナンブコムギ並に早いとい
うものの，大麦に比べると遅いので，より一層の早
生化を進める必要がある。品質面では，低アミロー
ス化によりめんの粘弾性，なめらかさは大幅に改良
できたが，製粉性及び粉色・めん色はオーストラリ
ア産「ASW」に比べるとまだ劣るので，「ASW」
に近い高製粉性の良色相品種の育成が大きな課題で
ある。
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